
編

集

後

記

定
例
総
会
終
わ
る

新
会
長
に

加
瀬
武
彦
さ
ん
（
高
１６
）

次
期
会
長
は

川
口
明
和
さ
ん
（
高
１７
）

家
鍋
　
健
太
（
定
・
三
年
）

八
月
十
六
日
に
国
立
競
技
場
に

て
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場

し
、
三
連
覇
の
達
成
と
共
に
、
男

子
最
優
秀
選
手
賞
ま
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

渋
谷
　
保
幸

古
関
　
昭
枝

〔
高
四
十
四
回
〕

奥
村（
伊
東
）

清
江

菅
澤
美
由
紀

〔
高
四
十
五
回
〕

鈴
木
　
英
和

戸
村
　
正
樹

川
口
　
晃
司

〔
高
四
十
七
回
〕

金
杉
の
ぞ
み

〔
高
四
十
八
回
〕

菅
澤
　
裕
美

〔
高
五
十
回
〕

小
沼
　
康
規

〔
高
五
十
一
回
〕

小
川
　
康
志

菅
澤
由
記
江

〔
高
五
十
二
回
〕

金
杉
　
貴
仁

小
沼
　
　
高

重
山
知
恵
子

〔
高
五
十
四
回
〕

田
村
　
　
文

〔
高
五
十
五
回
〕

伊
藤
　
幸
寛

大
木
　
喜
貴

菅
澤
　
麻
里

武
田
　
　
梢

冬
木
　
美
帆

宮
野
　
雄
輔

�
品
　
勝
平

〔
高
二
十
二
回
〕

宮
内
千
枝
子

〔
高
二
十
三
回
〕

白
木
　
幸
子

伊
藤
　
　
茂

鷺
山
　
良
子

大
根
　
い
え

〔
高
二
十
四
回
〕

伊
藤
　
友
子

宮
本
　
　
明

〔
高
二
十
六
回
〕

小
川
　
俊
恵

寺
嶋
　
清
一

〔
高
二
十
七
回
〕

宇
野
佐
太
夫

〔
高
二
十
八
回
〕

坂
井
三
恵
子

〔
高
二
十
九
回
〕

山
田
　
正
子

林
　
　
樹
哉

今
泉
　
厚
子

〔
高
三
十
一
回
〕

鈴
木
　
智
江

内
藤
　
直
子

〔
高
三
十
二
回
〕

小
川
　
文
彦

〔
高
三
十
五
回
〕

高
根
　
浩
司

〔
高
三
十
八
回
〕

小
海
　
正
康

〔
高
三
十
九
回
〕

霜
恒
　
謙
一

〔
高
四
十
一
回
〕

加
瀬
　
一
彦

〔
高
四
十
二
回
〕
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代表：加 瀬 武 彦

平
成
20
年
度
定
例
総
会
は
、
六
月

二
十
二
日
（
日
）
に
母
校
西
城
館
に

て
午
前
十
時
よ
り
開
催
。古
谷
会
長
、

宇
井
校
長
の
挨
拶
に
続
き
前
年
度
決

算
、
本
年
度
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、

新
会
長
に
加
瀬
武
彦
さ
ん
（
高
16
）

が
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
次
期
会
長
候
補
と
し
て
の

副
会
長
に
は
、
川
口
明
和
さ
ん
（
高

17
）
を
選
出
し
、
他
の
役
員
も
全
員

承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
総
会
席
上
で
、

前
県
会
議
員
の
飯
島
重
雄
さ
ん
（
中

22
）「
同
窓
さ
ふ
さ
」
第
二
代
編
集

長
大
関
正
さ
ん
（
高
１
）
に
感
謝
状
と

記
念
品
（
長
老
杖
）
が
贈
呈
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
伊
東
健
爾
さ
ん
（
高

16
）
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
。「
禁
じ

ら
れ
た
遊
び
」「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
想

い
出
」「
ア
ス
ト
ゥ
ー
リ
ア
ス
」「
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
魔
笛
の
主
題
に
よ
る
変
奏

曲
」
等
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
に
、
出
席

者
一
同
、
聴
き
入
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
梅
田
屋
に
会
場
を
移
し
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

賞状を手に　家鍋健太君（左）
家鍋貴也君（右）

年
）
も
参
加
し
、
１

�
80
㎝
で
４
位
と
い

う
成
績
で
し
た
。

来
年
は
、

①
四
連
覇
の
達
成
。

②
大
会
記
録
更
新

③
弟
と
表
彰
台
へ
。

こ
の
三
つ
を
目
標
に

し
て
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
ご
支
援
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（1） 同 窓 さ ふ さ （第38号） （第38号） 同 窓 さ ふ さ （16）

全
国
定
通
陸
上
競
技
大
会

家
鍋
君
三
連
覇
＆
最
優
秀
選
手

〔
中
十
八
回
〕

石
毛
恒
三
郎

〔
高
四
回
〕

高
木
　
　
操

〔
定
昼
一
回
〕

斎
木
　
雅
夫

椎
名
　
　
肇

〔
定
昼
二
回
〕

高
埜
　
君
子

〔
高
七
回
〕

山
崎
　
福
子

〔
定
昼
三
回
〕

平
山
　
重
幸

〔
定
夜
一
回
〕

木
村
　
松
雄

〔
高
八
回
〕

宇
野
沢
ひ
ろ

〔
高
九
回
〕

薗
田
美
枝
子

〔
高
十
回
〕

石
橋
　
光
江

斉
藤
　
　
好

桜
井
　
茂
知

佐
藤
　
勝
広

平
山
　
光
秀

〔
高
十
一
回
〕

阿
部
弥
栄
子

薮
崎
　
真
昭

〔
定
昼
八
回
〕

越
川
　
　
允

〔
高
十
三
回
〕

高
木
　
洋
子

宇
井
　
正
和

鎌
形
　
智
淳

〔
高
十
四
回
〕

岩
井
　
寿
勝

向
後
　
勝
男

宮
内
　
睦
夫

〔
高
十
六
回
〕

石
井
　
和
美

加
藤
　
義
一

〔
高
十
七
回
〕

佐
瀬
　
悌
弘

〔
定
夜
十
一
回
〕

篠
塚
　
せ
つ

〔
高
十
八
回
〕

海
老
原
礼
子

椎
名
　
重
基

清
水
　
陽
子

上
代
八
千
代

松
井
　
　
博

吉
田
　
滋
俊

〔
高
十
九
回
〕

鵜
澤
　
教
子

鎌
形
　
光
子

向
後
　
　
通

徳
元
　
照
夫

〔
定
夜
十
三
回
〕

太
田
　
利
雄

〔
高
二
十
回
〕

鵜
之
澤
　
修

〔
高
二
十
一
回
〕

〔
高
四
回
〕

大
木
　
敬
三
10

越
川
　
賢
吉
３

〔
高
五
回
〕

布
施
　
　
覚
３

〔
定
昼
一
回
〕

飯
笹
　
　
忠
５

〔
高
六
回
〕

宇
野
　
　
操
５

高
埜
　
　
隆
５

土
屋
　
　
澄
５

並
木
　
良
雄
２

〔
定
昼
二
回
〕

内
山
　
　
馨
11

〔
高
七
回
〕

実
川
　
　
香
10

〔
定
昼
三
回
〕

林
　
　
　
清
５

〔
定
夜
一
回
〕

石
井
忠
四
郎
５

〔
高
八
回
〕

八
本
　
　
輝
２

〔
高
九
回
〕

木
村
　
良
雄
１

境
　
喜
美
江
10

〔
高
十
回
〕

大
木
　
光
子
10

〔
高
十
一
回
〕

沢
田
　
壽
子
５

〔
高
十
二
回
〕

西
　
　
章
子
10

遠
藤
平
次
郎
10

中
鹿
　
澄
子
10

小
関
　
武
利
10

中
倉
　
軍
司
６

鈴
木
　
　
明
５

佐
々
木
昭
子
10

林
　
　
　
實
10

牧
野
　
和
子
10

〔
高
十
三
回
〕

酒
井
　
幸
子
10

片
岡
　
　
浩
３

中
島
美
恵
子
５

萩
本
　
　
洋
５

〔
高
十
四
回
〕

近
藤
　
　
旭
10

渡
辺
　
次
郎
10

〔
高
十
五
回
〕

小
林
久
右
衛
門
　

10

斎
藤
　
光
依
５

佐
々
木
の
ぶ
子５

〔
高
十
六
回
〕

宇
野
　
輝
子
10

崎
山
　
弘
子
10

小
沢
　
豊
子
10

〔
定
夜
十
回
〕

小
川
　
武
夫
15

〔
高
十
七
回
〕

石
毛
　
健
夫
10

金
杉
　
利
彦
５

木
内
　
昭
博
10

大
木
　
行
男
１

高
橋
さ
ち
子
５

高
野
　
行
子
３

〔
高
十
八
回
〕

伊
藤
　
　
進
10

伊
藤
　
忠
明
10

高
野
　
敏
正
５

加
藤
　
文
子
２

古
仲
　
祀
子
10

〔
高
十
九
回
〕

稲
葉
百
合
子
５

金
杉
　
邦
彦
５

谷
内
　
雅
子
３

中
島
農
夫
男
10

高
橋
　
満
江
10

増
田
　
　
元
10

福
原
　
篤
子
10

〔
高
二
十
回
〕

泉
川
　
伸
子
５

大
出
　
玲
子
10

宇
井
　
照
子
１

江
波
戸
富
雄
５

秋
山
満
利
子
５

斉
藤
　
明
男
１

大
木
　
泰
枝
３

成
毛
　
洋
子
10

〔
定
夜
十
四
回
〕

野
村
　
和
通
10

〔
高
二
十
一
回
〕

小
川
眞
砂
子
10

加
瀬
　
博
道
10

林
　
美
佐
雄
10

〔
高
二
十
三
回
〕

白
井
　
清
治
10

内
貴
喜
一
郎
５

浅
野
　
訓
子
10

〔
高
二
十
四
回
〕

小
池
　
清
美
10

伊
藤
　
雅
義
10

柳
沼
シ
ゲ
子
10

〔
高
二
十
五
回
〕

大
木
　
文
子
５

及
川
　
　
博
１

鏑
木
　
友
孝
１

鈴
木
　
洋
子
10

向
後
喜
美
子
１

林
　
　
正
俊
５

〔
高
二
十
六
回
〕

柳
瀬
　
静
代
５

〔
高
二
十
八
回
〕

石
井
　
康
雄
３

〔
高
二
十
九
回
〕

押
田
　
明
裕
１

〔
高
三
十
回
〕

勝
俣
　
　
淳
５

�
埜
　
宏
文
５

高
橋
　
孝
二
１

平
山
　
浩
司
10

〔
高
三
十
一
回
〕

飯
島
　
一
夫
３

高
埜
　
欣
則
５

〔
高
三
十
二
回
〕

石
田
　
　
泰
５

〔
高
三
十
三
回
〕

外
口
　
　
央
10

〔
高
三
十
五
回
〕

石
田
　
　
真
５

伊
藤
　
寿
洋
５

高
埜
　
綾
子
５

高
橋
　
克
巳
１

〔
高
三
十
八
回
〕

大
木
　
康
至
５

大
川
信
一
郎
１

〔
高
四
十
回
〕

金
子
か
お
り
10

加
瀬
　
秀
雄
１

崎
山
　
博
之
１

〔
高
四
十
一
回
〕

大
川
　
　
優
１

堀
田
（
川
島
）

貴
子
10

崎
山
　
悦
宏
10

遠
藤
　
正
和
１

〔
高
四
十
三
回
〕

小
川
佐
和
子
５

〔
高
四
十
四
回
〕

石
橋
　
　
康
１

川
野
　
幸
宏
10

小
久
保
美
代
子
　

10

〔
高
四
十
五
回
〕

菅
澤
　
弘
行
10

〔
高
四
十
七
回
〕

石
井
　
久
子
５

丸
（
川
野
）

美
好
10

〔
高
四
十
九
回
〕

加
藤
　
慎
介
１

向
後
　
恭
司
10

〔
高
五
十
一
回
〕

椿
　
　
史
江
10

※
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
、

九
月
十
日
受
付
ま
で
。

※
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
、

九
月
十
日
受
付
ま
で
。

※
名
前
の
下
の
数
字
は
納
入
し
て

い
た
だ
い
た
年
数
を
示
し
ま
す
。

１
�
91
㎝
を
跳
び
優
勝
を
決
め

た
後
、
２
�
00
㎝
を
ク
リ
ア
し
、

自
己
記
録
と
な
る
２
�
05
㎝
に
挑

み
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
失
敗

に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
跳
ぶ
手
ご

た
え
を
得
ま
し
た
。

大
会
に
は
弟
の
貴
也
（
定
・
一

のびる母校 ひろがる同窓 http://www.dosokai.ne.jp/sosako/

総会で演奏する 伊東健爾さん（高１６）

林
　
　
順
子
５

〔
高
五
十
二
回
〕

小
川
　
哲
央
５

〔
高
五
十
四
回
〕

椎
名
謙
一
郎
３

〔
高
五
十
五
回
〕

白
土
　
真
弓
５

石
井
　
祐
太
５

上
原
　
昌
也
10

平成20年度

馬
淵
　
英
夫
（
高
１０
）

品
村
　
晃
祥
（
中
１４
）

平
山
　
武
彦
（
高
７
）

綿
貫
ひ
ろ
子
（
高
８
）

米
本
　
雅
男
（
高
１０
）

富
澤
　
汎
子
（
高
１１
）

川
口
　
克
己
（
高
１５
）

岩
瀬
　
道
治
（
高
２４
）

加
瀬
　
武
彦

（
会
長
／
高
１６
）

�
自
分
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
も
や
っ

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
つ
な
が
っ
た

の
で
、
早
速
、
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
の
ぞ
い
て
み
た
。
同
窓
会
事

務
局
の
校
歌
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、

混
声
合
唱
の
校
歌
が
流
れ
て
き
た
。

旧
制
中
学
の
校
歌
も
二
番
ま
で
男
声

合
唱
で
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
同
窓

会
の
コ
ー
ナ
ー
の
ま
す
ま
す
の
充
実

を
期
待
し
た
い
。

�
編
集
委
員
の
米
本
雅
男
さ
ん
（
高

１０
）
が
、
全
日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
の
６５
歳
以
上
男
子
ダ
ブ
ル

ス
で
昨
年
に
続
い
て
優
勝
し
、
二
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

第
３８
号
編
集
委
員



小
川
　
愛
子
さ
ん
（
高
８
）

平
成
20
年
４
月
５
日
逝
去

府
中
市
武
蔵
台二

ー
三
二
ー
二
一

宇
井
　
　
健
さ
ん
（
高
26
）

平
成
20
年
５
月
８
日
逝
去

匝
瑳
市
平
木
二
二
九
八

ご
あ
い
さ
つ

会
長加

瀬
武
彦
（
高
１６
）

《
恩
師
逝
く
》

岡
田
　
長
司
先
生
（
国
語
）

平
成
20
年
１
月
21
日
逝
去

昭
和
28
年
〜
31
年
　
在
職

北
区
豊
島

五
ー
六
ー
十
一
ー
三
一
三

《
会
員
訃
報
》

宇
井
　
正
三
さ
ん
（
中
４
）

平
成
20
年
３
月
24
日
逝
去

安
達
郡
白
沢
村
白
岩
字
大
岩

一
三
三

宇
野
澤
勝
民
さ
ん
（
中
５
）

平
成
20
年
５
月
６
日
逝
去

銚
子
市
垣
根
町
一
ー
二
六
四

榑
松
　
正
利
さ
ん
（
中
６
）

平
成
20
年
４
月
４
日
逝
去

豊
島
区
長
崎
二
ー
二
五
ー
七

鏑
木
喜
四
郎
さ
ん
（
中
10
）

平
成
20
年
５
月
11
日
逝
去

市
川
市
南
八
幡
五
ー
七
ー
五

清
水
　
邦
彦
さ
ん
（
中
12
）

平
成
20
年
７
月
30
日
逝
去

相
模
原
市
相
模
大
野

五
ー
二
九
ー
一
六

石
毛
　
　
良
さ
ん
（
中
15
）

平
成
13
年
６
月
30
日
逝
去

茂
原
市
茂
原
一
五
一
一

向
後
正
一
郎
さ
ん
（
中
15
）

平
成
20
年
７
月
４
日
逝
去

八
千
代
台
東
四
ー
二
二
ー
二
七

行
木
美
能
里
さ
ん
（
中
16
）

平
成
20
年
６
月
１
日
逝
去

匝
瑳
市
木
積
一
二
一
七

伊
藤
　
和
雄
さ
ん
（
中
16
）

平
成
20
年
８
月
12
日
逝
去

船
橋
市
藤
原
三
ー
二
二
ー
二
四

那
須
　
　
豊
さ
ん
（
中
17
）

平
成
20
年
７
月
３
日
逝
去

多
古
町
南
玉
造
二
六

大
木
　
叡
徳
さ
ん
（
中
17
）

平
成
20
年
４
月
28
日
逝
去

匝
瑳
市
八
日
市
場

イ
ー
一
八
九
ー
二

鈴
木
　
茂
昭
さ
ん
（
中
18
）

平
成
19
年
12
月
５
日
逝
去

旭
市
琴
田
三
〇
四
七

林
　
　
　
和
さ
ん
（
中
18
）

平
成
18
年
７
月
11
日
逝
去

匝
瑳
市
上
谷
中
一
二
五
三

加
瀬
　
正
男
さ
ん
（
中
18
）

平
成
19
年
12
月
１
日
逝
去

銚
子
市
本
城
町
三
ー
七
一

岩
崎
　
　
治
さ
ん
（
中
18
）

平
成
20
年
６
月
９
日
逝
去

船
橋
市
本
町
五
ー
一
七
ー
一
一

宇
井
野
広
和
さ
ん
（
中
18
）

平
成
20
年
４
月
１
日
逝
去

匝
瑳
市
川
辺
七
九
七
七

小
林
　
敏
夫
さ
ん
（
中
22
）

平
成
20
年
１
月
　
逝
去

匝
瑳
市
椿
一
七
〇
四
ー
七

伊
橋
　
　
忠
さ
ん
（
中
22
）

平
成
19
年
９
月
27
日
逝
去

多
古
町
間
倉
三
九
二

山
�

四
郎
兵
衛
さ
ん
（
中
22
）

平
成
20
年
１
月
11
日
逝
去

匝
瑳
市
中
台
四
三
〇

渡
辺
　
　
脩
さ
ん
（
中
22
）

平
成
20
年
６
月
10
日
逝
去

匝
瑳
市
今
泉
五
九
七
七

有
田
　
　
哲
さ
ん
（
併
設
中
２
）

平
成
20
年
３
月
３
日
逝
去

匝
瑳
市
椿
一
六
六
五
ー
一
一

鈴
木
昭
太
郎
さ
ん
（
併
設
中
２
）

平
成
20
年
８
月
16
日
逝
去

横
芝
光
町
小
川
台
一
〇
七
五

佐
藤
　
光
治
さ
ん
（
高
２
）

平
成
19
年
８
月
16
日
逝
去

流
山
市
江
戸
川
台
東三

ー
二
三
三

市
原
　
利
夫
さ
ん
（
高
２
）

平
成
19
年
６
月
　
逝
去

渋
谷
区
恵
比
寿
南三

ー
九
ー
三
三

椎
名
　
慶
夫
さ
ん
（
高
２
）

平
成
20
年
８
月
12
日
逝
去

匝
瑳
市
入
山
�
五
二
二

遠
藤
　
英
夫
さ
ん
（
高
３
）

平
成
17
年
８
月
28
日
逝
去

足
利
市
助
戸
仲
町
四
九
二
ー
一

椎
名
　
　
隆
さ
ん
（
高
３
）

平
成
19
年
10
月
31
日
逝
去

西
東
京
市
ひ
ば
り
が
丘
三
ー
五

パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
六
ー
一
〇
四

瓜
生
　
義
孝
さ
ん
（
高
３
）

平
成
20
年
６
月
19
日
逝
去

多
古
町
喜
多
一
一
四
二

川
島
　
　
厳
さ
ん
（
高
４
）

平
成
20
年
５
月
６
日
逝
去

匝
瑳
市
飯
倉
一
四
一
八

高
木
　
　
操
さ
ん
（
高
４
）

平
成
20
年
３
月
29
日
逝
去

香
取
市
佐
原
イ
ー
六
七
九

石
毛
　
　
孝
さ
ん
（
高
４
）

平
成
17
年
７
月
　
逝
去

若
葉
区
貝
塚
町
一
二
六
三
ー
四

飯
倉
　
清
種
さ
ん
（
高
６
）

平
成
20
年
５
月
28
日
逝
去

富
津
市
青
木
一
五
九
九

小
川
　
　
彰
さ
ん
（
高
８
）

平
成
20
年
１
月
　
逝
去

匝
瑳
市
今
泉
六
三
二
三

大
木
　
　
衛
さ
ん
（
高
８
）

平
成
20
年
２
月
　
逝
去

横
芝
光
町
栗
山二

六
六
三
ー
三
八

伊
藤
　
　
優
さ
ん
（
高
８
）

平
成
20
年
６
月
　
逝
去

匝
瑳
市
椿
一
六
七
三

（15） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
壮
健
に
て

ご
活
躍
の
事
と
存
じ
ま
す
。

過
日
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
ご

承
認
い
た
だ
き
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

精
一
杯
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
の

で
、
宜
し
く
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
人
に
な
り
ま
す
と
、
故
郷
（
母

校
）
と
は
、
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
１６
回
生
は
、
去
る
五
月
十

一
日
に
８
ク
ラ
ス
合
同
の
同
期
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
１０１
名
の
大
勢

の
友
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
遠
方
か

ら
、
宿
泊
し
な
が
ら
の
参
加
者
も
あ

り
ま
し
た
。
４０
数
年
振
り
の
友
人
も

多
数
い
ま
し
た
が
、
物
故
者
に
対
し

て
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
恩
師
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
開
演
い
た
し
ま
し

た
。
宴
が
進
む
う
ち
に
40
数
年
の
空

白
も
払
拭
さ
れ
、
当
時
の
仲
間
に
戻

り
、
母
校
の
校
歌
を
歌
い
な
が
ら
和

気
あ
い
あ
い
に
終
了
し
ま
し
た
。
二

次
会
も
全
員
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
く
参
加
し
、
当
時
、
流
行
し
た
歌

を
カ
ラ
オ
ケ
で
全
員
で
合
唱
し
た

り
、の
ど
自
慢
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

盛
り
上
が
り
次
回
の
開
催
を
約
束
し

て
解
散
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
故
郷

（
母
校
）
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
母
校
匝
瑳
高
校
を
故
郷
だ

と
感
じ
な
が
ら
４０
数
年
前
を
思
い
出

し
て
、
昨
年
一
年
間
副
会
長
と
い
う

要
職
を
い
た
だ
き
同
窓
会
の
活
動
に

参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

母
校
の
校
長
先
生
を
始
め
、
先
生

方
と
の
会
話
で
感
じ
ま
す
こ
と
は
、

後
輩
た
ち
の
前
向
き
で
真
面
目
な
姿

で
す
。
次
代
を
背
負
う
後
輩
た
ち
に

私
ど
も
同
窓
会
は「
何
が
で
き
る
か
」

と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

「
匝
瑳
高
校
に
進
ん
で
よ
か
っ
た
。

匝
瑳
高
校
へ
進
ん
で
勉
強
・
運
動
を

し
て
自
分
の
夢
を
叶
え
た
い
。」
と

言
わ
れ
る
母
校
を
目
指
し
学
校
側
と

話
し
合
い
、
協
力
で
き
た
ら
い
い
な

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
同
窓
会
の
主
目
的
と

し
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
母
校

の
発
展
に
期
す
る
た
め
、
昨
年
同
様

に
学
校
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
２０
年
度
総
会
で
次

の
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
と
「
さ
ふ

さ
」
の
発
刊

�
学
校
支
援
（
補
助
費
を
含
む
）

�
会
費
の
納
入
と
会
員
相
互
の
連
携

�
会
報
「
さ
ふ
さ
」
の
送
付
（
会
費

納
入
者
、
年
二
回
・
未
納
者
、
年

一
回
）

会
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
２

年
度
の
総
会
で
会
報
の
発
行
が
決
定

さ
れ
、
年
二
回
会
員
の
皆
様
に
送
付

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
１９
年

度
の
役
員
会
で
、
会
費
の
納
入
状
況

・
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
会
費
の
集
ま
り
が
、
芳

し
く
な
く
こ
の
よ
う
な
決
定
に
至
り

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
不
満
も
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
回
の
会
報
は
、
全
員
に

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
来

年
五
月
頃
発
行
さ
れ
る
会
報
は
、

未
納
の
方
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

会
報
は
、
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ア
ク

セ
ス
し
て
い
た
だ
き
読
ん
で
く
だ

さ
る
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

誠
に
恐
縮
で
す
が
、
同
窓
会
の

発
展
の
た
め
、
会
費
の
納
入
並
び

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
、
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （2）

平成20年度 役 員 一 覧

※ 支部推薦の副会長は、支部で変更された時点で変更になります。
※ �印新任、他は留任。

会
　
　
長
　
�
加
瀬
　
武
彦
（
高
１６
）

副
会
長
　
�
川
口
　
明
和
（
高
１７
・
次
期
会
長
）

�
多
部
田
惣
八
郎
（
高
１６
・
匝
陵
会
）

菅
谷
　
　
稔
（
高
１０
・
旭
匝
会
）

江
畑
　
鎭
男
（
高
６
・
銚
匝
会
）

石
井
　
國
夫
（
高
１４
・
横
匝
会
）

澤
田
　
　
晃
（
高
１５
・
多
古
）

土
岐
　
四
郎
（
高
１１
・
京
葉
）

伊
藤
　
　
清
（
高
１０
・
東
京
）

�
越
川
　
　
要
（
高
１７
・
干
潟
）

伊
東
　
和
夫
（
高
１２
・
野
栄
）

�
清
水
　
幸
男
（
高
１４
・
飯
岡
）

伊
藤
　
雅
美
（
高
６
・
光
）

斎
藤
　
忠
雄
（
高
１５
・
海
上
）

石
毛
　
　
忠
（
高
９
・
四
街
道
）

監
　
　
事
　
�
渡
邉
　
順
一
（
高
２１
）

鈴
木
　
勝
彦
（
高
１８
）

総
務
部
長
　
�
藤
城
　
吉
董
（
高
１６
）

文
化
部
長
　
　
米
本
　
雅
男
（
高
１０
）

体
育
部
長
　
�
青
柳
　
勝
夫
（
高
１６
）

事
務
局
長
　
　
岩
瀬
　
道
治
（
高
２４
校
内
）

会
　
　
計
　
　
加
瀬
　
　
茂
（
高
２７
校
内
）

会
報
担
当
　

馬
淵
　
英
夫
（
高
１０
）

顧
　
　
問
　
　
宇
井
　
美
樹
（
高
１９
・
校
長
）

中
村
　
道
代
（
全
日
制
教
頭
）

猿
渡
　
末
治
（
高
２６
・
全
日
制
教
頭
）

石
原
　
　
修
（
定
時
制
教
頭
）

�
斎
田
　
　
完
（
事
務
主
幹
）

参
　
　
与
　
�
古
谷
　
健
一
（
高
１５
・
前
会
長
）

（
従
来
の
方
々
に
加
え
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
平
成
２０
年
９
月
１３
日
ま
で
）

て
、
夕
刻
の
汽
車
で
帰
る
こ
ろ
に

は
、
八
重
垣
神
社
前
の
屋
台
で
い

つ
も
酒
を
飲
ん
で
い
た
。
そ
れ
も

す
ぐ
近
く
の
銭
湯
帰
り
の
タ
オ
ル

を
片
手
に
し
て
い
た
。

生
徒
ら
が
停
止
敬
礼
の
挨
拶
を

す
る
の
を
迷
惑
そ
う
に
チ
ビ
リ
チ

ビ
リ
や
っ
て
い
た
姿
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
る
。

国
語
科
や
職
員
の
懇
親
会
な
ど

で
も
全
く
無
口
で
黙
々
と
酒
を
た

し
な
ん
で
い
た
。
職
員
室
で
も
お

互
い
に
話
し
合
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。た

だ
話
し
か
け
る
と
、
な
か
な

か
深
い
学
識
の
持
ち
主
で
、
近
世

文
学
に
明
る
く
、
西
鶴
の
こ
と
な

ど
聞
く
と
泉
の
如
く
話
題
が
豊
富

で
驚
い
た
も
の
だ
。

惜
し
む
べ
き
人
を
失
い
ま
こ
と

に
残
念
だ
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
あ
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

品
村
　
晃
祥
（
中
14
）



ＨＰ運営委員会だより

『匝瑳高校同窓会 検索 』のホームページ（ＨＰ）ご存知
ですか？ （http://www.dosokai.ne.jp/sosako/）

平成20年度 一般会計予算書
自　平成20年4月 1日　
至　平成21年3月31日　

（3） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

① 活躍中の同窓生：母校を卒業して各分野でご活躍している方々の紹介

② 同窓生のホームページ：会員の方々の個人のホームページの紹介

③ 同窓生のお店：会員の方々で自営、経営されている会社、店舗等のホームページの紹介

④ 同期会のご案内：同期会、クラス会、クラブＯＢ会の開催案内

⑤ 同 期 会 報 告：同期会、クラス会、クラブＯＢ会の報告

⑥ 部活動のページ：クラブの活動を紹介

⑦ 恩師は今…　：先生方のご在職当時の思い出や、現在の様子の紹介

⑧ 交流のひろば：同窓生の方々の交流の場として設けられたものです。各種グループ、

同好会、集まりのご案内、自己紹介等自由に書き込みできるページです。

以上８項目が現在設けてありますが、生まれたばかりで不十分な箇所種々あると思います。

より良いＨＰを目指して会員みなさんと共に大切に育てていきたいと思います。お互いの情

報交換の場として、みんなでどんどん大いに利用しましょう。

また、このＨＰの運営、管理経費として「バナー広告掲載」のご協力をお願いしております。

どうかこの件もよろしくお願いいたします。 ＨＰ運営委員会

昨年度『匝瑳高校同窓会』のホームページが開設されました。

ホームページの内容は【同窓会コーナー】として

つ
と
に
酒
好
き
で
有
名
で
あ
っ

た
が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

福
井
県
内
の
造
り
酒
屋
の
生
ま
れ

で
あ
っ
た
よ
し
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
酒
浸
り
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
と
推
察
し
て
い
る
。
私
が
放

課
後
の
陸
上
部
の
練
習
を
共
に
し

岡
田
先
生
は
昭
和
二
十
八
年
、

京
都
大
学
を
卒
業
し
て
、
国
語
科

教
員
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
一
年
、
東
京
都
内
の

高
校
に
移
る
ま
で
、
高
校
十
回
生

の
担
任
を
さ
れ
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー

ク
な
存
在
で
あ
っ
た
。

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （14）

平成19年度 一般会計決算書

収 入 額

13，773，224 9，531，950 4，241，274

支 出 額 差引残高

自　平成19年4月 1日　
至　平成20年3月31日　

1．収入の部　

2．支出の部　

科　 目

会 費

入 会 金

繰 越 金

寄 付 金

雑 収 入

計

会 議 費

事 務 費

旅 費

慶 弔 費

振込手数料

会報発行費

補 助 費

ＨＰ管理費

積 立 金

予 備 費

計

科　 目

予算額

6，000，000

1，002，000

6，831，854

200，000

100，000

14，133，854

5，010，000

1，002，000

6，831，854

453，000

476，370

13，773，224

▲990，000

0

0

253，000

376，370

▲360，630

全319＋定15

銀行利子，名簿売上

750，000

650，000

70，000

300，000

70，000

6，500，000

1，200，000

650，000

3，500，000

443，854

14，133，854

527，945

432，672

24，000

139，815

53，120

6，490，571

1，195，987

630，540

0

37，000

9，531，950

222，055

213，328

46，000

160，185

16，880

9，429

4，013

19，160

3，500，000

406，8541

4，601，904

総務，文化，
幹事会，支部

事務通信費，印刷費

会務旅費

役員，母校職員等

会費振込手数料

印刷費，発送費
編集会議
部活動補助，文化祭補
助，教育活動の補助

ホームページの管理

新潟中越沖地震復興
義援金

予算額

増　減

増　減

備　 考

備　 考

決算額

決算額

3．収入－支出対照表　

積立金

総資産

振替口座

郵便口座

手元現金

32，500，000

36，741，274

231，579

4，007，978

1，717

4，241，274

前年度総資産　39，331，854

次年度へ繰越

総資産の増減　　－ 2，590，580

1．収入の部　

2．支出の部　

科　 目

会 費

入 会 金

繰 越 金

寄 付 金

雑 収 入

計

会 議 費

事 務 費

旅 費

慶 弔 費

振込手数料

会報発行費

補 助 費

学校支援費

ＨＰ管理費

積 立 金

予 備 費

計

科　 目

予算額

5，000，000

1，035，000

4，241，274

500，000

10，000

10，786，274

6，000，000

1，002，000

6，831，854

200，000

100，000

14，133，854

▲1，000，000

33，000

▲2，590，580

300，000

▲ 90，000

▲3，347，580

全320＋定25

銀行利子，その他

750，000

650，000

70，000

300，000

70，000

6，000，000

1，200，000

1，000，000

350，000

0

396，274

10，786，274

750，000

650，000

70，000

300，000

70，000

6，500，000

1，200，000

0

650，000

3，500，000

443，854

14，133，854

0

0

0

0

0

▲ 500，000

0

1，000，000

▲ 300，000

▲3，500，000

▲ 47，580

▲3，347，580

総務，文化，幹事会
支部

事務通信費，印刷費

会務旅費

役員，母校職員等

会費振込手数料

印刷費，発送費
編集会議
部活動補助，文化祭補
助，教育活動の補助

母校教育活動へ
の支援

ホームページの管理

予算額

増　減

増　減

備　 考

備　 考

前年度予算

前年度予算

お申込み及びお問い合わせは
千葉県匝瑳市八日市場イ１６３０

「匝瑳高校同窓会事務局」
ＴＥＬ：０４７９－７２－１５４１
ＦＡＸ：０４７９－７３－６１４６

�

同窓会会員名簿
平成21年1月発行

同窓会会員名簿21年版が来年１月、発行の

運びとなりました。個人情報の取り扱いが増々

難しくなってきている昨今、会員の皆様には、

様々な調査や、予約申し込み、広告掲載料等、

ご協力を賜り誠にありがとうございました。

なお、「同窓さふさ」37号でもご注意を呼び

かけましたが、本会員名簿の編集・出版は（株）

サラトでございます。これ以外の出版は匝瑳高

校同窓会には一切関わりがございませんのでご

注意下さい。

ご不明ご不審の点がございましたら、事務局

までご連絡下さい。



校
史

探
訪

至
誠
は
道
徳
の
根
本
也
　
思
ふ

所
行
ふ
所
相
一
致
し
て
苟
も
表
裏

な
し
　
敬
虔
眞
摯
正
を
慕
ひ
善
を

求
め
て
須
臾
も
懈
怠
せ
ず
　
忠
實

熱
心
事
に
當
っ
て
は
自
己
の
最
善

を
竭
し
終
始
一
貫
公
明
正
大
俯
仰

天
地
に
愧
づ
る
な
し
　
至
誠
の
人

に
し
て
始
め
て
能
く
高
尚
偉
大
な

る
人
格
者
た
る
こ
と
を
得
べ
し

剛
健
は
男
子
の
本
領
也
　
鞏
固

な
る
意
志
を
以
て
心
身
を
鍛
練
し

勇
敢
堅
忍
常
に
誘
惑
に
克
ち
艱
難

に
抗
し
勇
往
邁
進
奮
闘
努
力
飽
く

ま
で
其
志
す
所
を
貫
か
ず
ん
ば
止

ま
ず
　
剛
健
の
人
に
し
て
始
め
て

能
く
天
下
有
用
の
材
た
る
を
得
べ

し
快
活
は
青
年
の
特
色
也
　
無
邪

気
に
し
て
而
も
禮
儀
を
失
は
ず

活
溌
に
し
て
而
も
粗
暴
に
流
れ
ず

心
身
爽
快
善
く
遊
び
善
く
学
ぶ
天

眞
以
て
己
れ
を
持
し
　
淡
白
以
て

人
に
交
り
　
常
に
事
物
の
光
明
を

観
て
前
途
に
希
望
を
抱
く
　
快
活

の
人
に
し
て
始
め
て
能
く
命
に
安

ん
じ
天
を
楽
む
の
境
地
に
達
す
る

を
得
べ
し

こ
れ
は
草
野
金
松
初
代
校
長
の

眞
筆
よ
り
、
そ
の
ま
ま
書
き
写
し

た
も
の
で
す
。

こ
の
校
訓
は
草
野
先
生
の
提
唱

に
よ
り
、
初
代
教
頭
の
葛
巻
孝
行

先
生
（
英
語
）
に
よ
り
文
章
化
さ

れ
た
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

実
に
名
文
で
あ
り
ま
す
。
元
よ

り
内
容
は
草
野
校
長
の
強
い
意
志

の
反
映
か
と
思
わ
れ
る
が
、
英
語

の
先
生
に
し
て
こ
の
力
強
い
内
容

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
恐
ら
く
明
治

後
期
に
学
校
教
育
を
受
け
ら
れ
た

先
生
の
豊
か
な
教
養
、
漢
学
の
素

養
な
ど
が
加
わ
り
、
特
に
孟
子
か

ら
の
引
用
が
多
く
見
ら
れ
雄
渾
な

文
章
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。下

っ
て
昭
和
二
十
二
年
、
米
国

教
育
使
節
団
の
勧
告
を
受
け
、
学

制
改
革
が
行
わ
れ
、
従
来
の
義
務

制
の
小
学
校
か
ら
中
学
五
年
、
高

校
三
年
、
大
学
三
年
の
制
度
か
ら

六
三
制
が
施
行
さ
れ
、
新
制
の
中

学
が
発
足
し
、
そ
の
第
一
回
卒
業

生
が
高
校
に
入
り
卒
業
し
た
の

が
、
今
の
高
校
五
回
生
で
あ
る
。

そ
の
年
第
七
代
校
長
と
し
て
赴

任
し
て
来
ら
れ
た
萩
尾
淳
之
助
先

私
は
今
日
ま
で
高
雅
を
校
訓
の

一
つ
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
を
頑
固

に
認
め
な
い
立
場
を
と
っ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

今
日
こ
こ
に
、
草
野
先
生
の
眞

筆
を
最
初
に
掲
げ
ま
し
た
が
、
草

書
体
で
ま
こ
と
に
読
み
に
く
く
、

送
り
が
な
も
偏
体
假
名
で
あ
る
た

め
、
今
日
の
人
に
は
全
く
読
み
に

く
い
に
違
い
な
い
。
断
定
の
な
り

は
当
時
の
習
慣
の
ま
ま
に
也
と
漢

字
で
あ
る
。
句
読
点
も
な
い
の
で

私
は
適
当
に
一
字
あ
け
て
示
し

た
。ま

た
至
誠
　
剛
健
　
快
活
の
三

句
は
草
野
先
生
の
草
書
体
の

達
筆
で
書
か
れ
た
も
の
が
、

剣
道
場
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た

が
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
九

日
未
明
の
火
災
に
よ
り
道
場

と
共
に
焼
失
し
て
し
ま
っ

た
。ま

た
、
い
ま
玄
関
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
文
部
大
臣
鳩
山

一
郎
先
生
の
剛
健
は
、
も
と

控
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
文
部
大
臣
の
筆
蹟
を
頂

戴
し
た
も
の
か
は
全
く
わ
か

ら
な
い
。
以
上
何
か
の
参
考

に
な
れ
ば
と
思
い
記
し
た
。

品
村
　
晃
祥
（
中
14
）

生
は
、
今
や
男
女
共
学
制
も
定
着

し
た
今
日
、
男
子
は
剛
健
だ
け
で

は
女
子
の
立
場
も
な
か
ろ
う
と
い

う
の
で
、
女
子
は
高
雅
に
、
を
唱

え
始
め
た
。
但
し
こ
の
言
葉
は
職

員
会
議
に
は
か
り
論
議
さ
れ
た
こ

と
も
な
く
校
長
の
独
り
よ
が
り
の

感
も
あ
っ
た
。
然
し
校
長
は
こ
の

言
葉
に
執
心
し
、
書
道
の
山
崎
徳

堂
氏
（
本
名
茂
雄
、
中
３
）
に
命

じ
て
高
雅
の
横
額
を
作
り
校
長
室

に
掲
げ
た
。
萩
尾
先
生
の
お
気
に

入
り
の
高
雅
で
は
あ
っ
た
が
、
私

は
こ
の
二
字
を
校
訓
と
し
て
呼
ぶ

こ
と
は
認
め
な
い
立
場
で
あ
る
。

第
一
に
至
誠
は
道
徳
の
根
本
な

り
に
始
ま
る
本
文
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
あ
る
時
校
長

室
で
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
な
ら

君
が
そ
の
本
文
を
作
れ
と
言
わ
れ

た
が
、
い
く
ら
考
え
て
も
従
来
の

校
訓
の
よ
う
な
力
強
く
理
の
通
っ

た
文
章
は
思
い
浮
か
ば
な
か
っ

た
。剛

健
は
男
子
の
本
領
な
り
に
対

し
て
、
高
雅
は
女
性
の
本
質
な
り

と
つ
け
て
み
て
も
相
応
し
い
と
も

思
わ
れ
ず
、
男
性
だ
っ
て
高
雅
な

る
資
質
は
持
っ
て
い
よ
う
か
ら
女

性
に
限
っ
て
こ
う
だ
と
は
言
い
切

れ
な
い
と
思
っ
た
。
と
い
う
よ
う

な
理
由
で
私
は
お
断
り
し
た
。

昭
和
30
年
頃
か
ら
の
多
く
の
卒

業
生
は
高
雅
を
校
訓
の
一
つ
と
し

て
認
め
る
立
場
が
、
ほ
ぼ
定
着
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、

私
の
文
章
を
読
ん
だ
人
の
多
く
は

お
か
し
な
話
だ
と
思
わ
れ
る
に
違

い
な
い
。
こ
の
点
を
私
は
心
配
す

る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
ひ
と
つ
私
が
こ
だ
わ
る
の

は
、
高
雅
は
○
○
だ
、
と
続
く
本

文
の
な
い
点
を
気
に
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
。

（13） 同 窓 さ ふ さ （第38号） （第38号） 同 窓 さ ふ さ （4）

【
匝
東
会（
東
京
支
部
）】

四
月
十
二
日
（
土
曜
日
）
東
京

市
谷
の
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

で
第
十
回
匝
瑳
中
・
高
校
東
京
支

部
同
窓
会
総
会
（
会
長
伊
藤
清
１０

回
卒
）
が
開
か
れ
た
。

四
谷
か
ら
市
谷
・
飯
田
橋
に
か

け
て
の
土
手
の
桜
が
散
っ
て
最
初

の
土
曜
日
、
水
溜
り
の
あ
ち
こ
ち

に
花
び
ら
が
残
っ
て
、
五
月
の
陽

気
を
想
わ
せ
る
よ
う
な
温
か
い
日

和
に
恵
ま
れ
た
日
、
匝
中
１４
回

（
昭
和
１７
年
）
卒
の
木
川
統
一
郎

先
輩
か
ら
高
校
４１
回（
平
成
元
年
）

卒
の
遠
藤
正
和
さ
ん
ま
で
の
幅
広

い
同
窓
百
２０
余
名
と
、
元
・
前
校

長
を
は
じ
め
現
校
長
の
代
理
で
参

じ
て
い
た
だ
い
た
中
村
教
頭
ほ
か

同
窓
会
長
の
ご
来
駕
と
い
う
堅
い

構
え
の
支
部
総
会
と
な
っ
た
。

総
会
案
件
が
ス
ム
ー
ズ
に
承
認

さ
れ
、
続
い
て
第
２
部
は
「
何
で

真
犯
人
が
後
で
出
る
の
で
し
ょ

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
国
際
弁

護
士
と
し
て
活
躍
中
の
木
川
統
一

郎
先
輩
か
ら
約
一
時
間
に
わ
た
っ

て
被
疑
者
の
取
調
べ
上
の
制
度
の

違
い
な
ど
の
興
味
津
々
の
お
話
、

後
輩
の
私
た
ち
が
欧
米
に
行
く
際

に
頭
の
隅
に
忘
れ
な
い
で
残
し
て

お
く
べ
き
と
承
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
主
催
側
の
狙
い
は
硬

軟
両
様
の
構
え
、
く
だ
け
て
第
３

部
は
懇
親
会
に
な
っ
て
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ

た
。
東
京
支
部
す
な
わ
ち
匝
東
会

が
、
１０
年
目
の
節
目
に
な
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
誕
生
の
経
緯
な
ど
を

飯
島
英
胤
先
輩
（
高
６
回
）
か
ら

伺
っ
て
、
県
下
の
ど
こ
に
も
類
を

見
な
い
こ
の
盛
会
を
目
の
当
た
り

に
し
て
敬
意
を
新
た
に
し
た
次
第

で
し
た
。

宴
が
す
す
む
と
、
そ
こ
は
同
窓

会
の
真
骨
頂
、
先
輩
後
輩
が
打
ち

解
け
て
親
し
み
合
う
図
は
い
い
風

景
、
健
康
で
元
気
だ
か
ら
こ
そ
得

ら
れ
る
「
成
果
」
を
楽
し
め
た
の

は
ご
同
慶
の
至
り
。

大
に
ぎ
わ
い
の
お
楽
し
み
抽
選

会
が
あ
っ
て
、「
こ
こ
東
海
」
の
斉

唱
と
一
本
締
め
を
合
図
に
去
り
が

た
き
を
「
じ
ゃ
元
気
で
ね
Y
来
年

ま
た
」
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
１０
回
卒
の
大
方
は
今

年
、
古
希
を
迎
え
る
。
こ
の
年
恰

好
に
な
る
と
同
窓
会
の
類
が
頻
発

に
な
る
。
が
、
高
校
の
そ
れ
は
他

と
は
趣
が
少
し
違
う
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
懐
か
し
い
思
い
出
を
引
き

ず
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ

れ
だ
け
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。
何

か
未
解
決
に
し
て
き
た
も
の
が
、

あ
の
時
、
高
校
生
の
頃
に
残
し
て

き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ

を
引
き
ず
っ
て
の
一
味
違
っ
た
ク

ラ
ス
会
、
同
窓
会
の
味
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

平
山
　
　
豪（
高
１０
）

東
京
支
部
＋
京
葉
支
部
合
同
イ
ベ
ン
ト

「
銚
子
を
歩
こ
う
会
」

顛
末
の
記

平
成
十
九
年
十
一
月
十
一
日
、

「
銚
子
を
歩
こ
う
会
」
と
い
う
健

康
意
識
の
イ
ベ
ン
ト
が
匝
瑳
中
・

高
校
東
京
支
部
同
窓
会「
匝
東
会
」

と
京
葉
支
部
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
開

催
さ
れ
た
。

夜
来
の
雨
が
や
ん
で

当
日
の
朝
、
夜
来
の
雨
が
深
く

浅
く
呼
吸
を
す
る
か
の
よ
う
に
、

忙
し
い
雲
行
き
を
と
も
な
っ
て
降

っ
て
い
た
が
、
秋
の
終
わ
り
に
し

て
は
生
暖
か
い
風
で
天
気
が
変
わ

る
予
兆
を
思
わ
せ
て
い
た
。

東
京
支
部
か
ら
伊
藤
清
会
長
以

下
４６
名
と
、
京
葉
支
部
は
千
葉
か

ら
バ
ス
を
仕
立
て
て
土
岐
四
郎
会

長
以
下
５２
名
が
稲
毛
在
住
の
安
田

先
生
の
お
出
ま
し
を
願
っ
て
、
地

元
、
八
日
市
場
か
ら
山
崎
前
校
長

を
は
じ
め
同
窓
生
が
集
ま
っ
た
。

だ
れ
か
が
「
利
休
鼠
の
雨
と
い

う
の
は
雨
の
色
で
す
か
」
と
言
っ

た
。
犬
吠
埼
、
君
ヶ
浜
か
ら
傘
を

さ
し
て
歩
き
始
め
た
。
引
く
波
、

寄
せ
る
波
の
力
で
さ
ざ
れ
石
た
ち

が
こ
す
れ
て
出
す
ザ
ワ
ー
、
ザ
ワ

ー
と
い
う
ゆ
っ
た
り
音
は
海
か
ら

誕
生
し
た
生
き
と
し
生
け
る
も
の

た
ち
の
揺
り
か
ご
の
音
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

海
を
背
に
し
て
太
平
洋
を
一
望

す
る
高
台
方
向
に
歩
き
始
め
た
と

き
、
西
方
向
の
雲
が
裂
け
て
一
筋

の
光
が
射
し
た
。
一
閃
の
光
芒
と

い
う
の
だ
ろ
う
か
。
雨
が
や
ん
で

日
が
射
し
て
、
セ
ー
タ
ー
、
合
羽

を
腰
に
巻
き
つ
け
、
雨
傘
で
調
子

を
と
り
な
が
ら
、
い
ま
や
銚
子
の

一
大
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
た
「
灯
台

印
の
キ
ャ
ベ
ツ
」
畑
の
小
道
を
歩

い
た
。

楽
し
く
歩
け
ば
脳
が
若
返
る

脳
科
学
者
で
京
大
教
授
の
大
島

清
先
生
の
著
者
「
歩
く
人
は
な
ぜ

脳
年
齢
が
若
い
か
」
に
触
発
さ
れ
、

楽
し
く
歩
け
ば
脳
が
若
返
る
と
ま

で
ダ
メ
押
し
さ
れ
て
、
私
は
銚
子

ま
で
歩
き
に
行
く
理
由
付
け
に
し

た
の
で
し
た
。

黙
々
と
は
歩
か
な
か
っ
た
。
か

な
り
騒
が
し
く
し
ゃ
べ
り
な
が
ら

歩
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
犬
に
吠

え
ら
れ
も
し
た
。
昔
、
受
験
生
の

頃
の
過
去
問
に
笠
信
太
郎
「
も
の

の
見
方
に
つ
い
て
」
か
ら
お
題
が

で
た
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
歩
き
な
が

ら
考
え
る
が
ド
イ
ツ
人
は
歩
く
前

に
考
え
る
。
と
い
う
よ
う
な
く
だ

り
を
歩
き
な
が
ら
思
い
出
し
も
し

た
。日

本
古
来
の
歩
き
方

明
治
期
、
西
洋
式
の
軍
隊
教
育

が
始
ま
る
ま
で
の
日
本
人
の
歩
き

方
は
、
腕
と
脚
の
関
係
が
右
・
左

（
左
・
右
）
で
は
な
く
て
右
・
右
、

左
・
左
の
手
足
の
動
き
で
あ
っ
た
。

い
ま
に
し
て
剣
道
の
所
作
、
左
脇

差
か
ら
刀
を
抜
く
時
代
劇
の
た
ち

支
部
総
会
報
告�

支
部
総
会
報
告�

挨拶する古谷会長（中央）
伊東匝東会会長（左） 岩瀬事務局長（右）

備
　
考

七
十
周
年
記
念
誌
よ
り



ま
わ
り
動
作
も
ま
た
古
来
の
歩
き

方
の
方
に
合
点
が
行
く
。
畑
で
鍬

を
ふ
る
う
と
き
も
右
手
と
右
足
が

前
に
出
る
。

そ
ん
な
歩
き
方
を
キ
ャ
ベ
ツ
畑

の
道
で
や
っ
て
み
た
。
腰
や
股
関

節
に
大
き
な
負
担
を
か
け
な
い
、

腰
が
ね
じ
れ
ず
に
歩
け
る
の
で
身

体
に
い
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

頼
り
な
い
医
学
の
話

道
中
の
水
分
摂
取
は
必
須
で
あ

る
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
各
人
に

配
ら
れ
た
。
思
え
ば
、
水
を
飲
ん

で
は
ダ
メ
と
、
教
わ
っ
た
の
は
そ

う
古
い
話
で
は
な
か
っ
た
。
高
校

１０
回
卒
の
私
た
ち
も
、
体
育
の
時

間
に
教
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
も

う
一
つ
付
け
加
え
れ
ば
、
脳
卒
中

で
倒
れ
る
と
そ
の
場
に
、
現
状
を

保
っ
た
ま
ま
安
静
に
臥
せ
て
お
か

れ
た
。
佐
藤
栄
作
が
そ
う
で
あ
っ

た
。
い
ま
は
す
ぐ
に
移
送
、
時
を

移
さ
ず
リ
ハ
ビ
リ
で
あ
る
。
医
学

の
進
歩
も
頼
り
な
い
と
こ
ろ
を
露

呈
し
た
一
面
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
、
医
学
・
生
理
学
賞
（
ノ
ー
ベ

ル
賞
）
は
新
発
見
か
ら
相
当
の
年

数
が
経
っ
て
そ
の
説
が
定
ま
る
ま

で
選
定
の
対
象
に
し
な
い
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。

砂
っ
払
い

東
京
支
部
同
窓
会
、
京
葉
支
部

も
ま
た
度
量
が
大
き
い
と
い
う
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
ホ
テ
ル
で

一
風
呂
浴
び
て
「
砂
っ
払
い
」
し

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ち
な
み
に
広
辞
苑
で「
砂
払
い
」

を
引
い
て
み
る
と
、
千
葉
県
で
用

い
ら
れ
る
言
葉
と
但
し
書
き
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
男
が
よ
く
す
る
言

葉
で
、
昔
か
ら
八
日
市
場
辺
り
で

頻
度
高
く
乱
用
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

銚
子
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
犬
吠

埼
灯
台
で
あ
る
。

行
く
ま
で
こ
れ
を
信
じ
て
疑
わ

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
大
違
い
で

あ
っ
た
。
東
京
か
ら
千
葉
へ
、
総

武
線
が
江
戸
川
に
さ
し
か
か
る
と

左
手
前
方
の
高
台
に
和
洋
女
子
大

の
高
層
ビ
ル
が
見
え
る
。
そ
の
国

府
台
か
ら
始
ま
る
台
地
が
北
総
台

地
で
、
延
々
と
続
い
て
東
の
果
て

の
屏
風
ヶ
浦
で
高
さ
約
五
十
メ
ー

ト
ル
の
断
崖
で
海
に
没
す
る
と
こ

ろ
を
も
っ
て
、
下
総
台
地
は
終
わ

る
。こ

の
断
崖
の
上
で
三
十
基
の
風

力
発
電
機
、
高
さ
七
十
メ
ー
ト
ル
、

直
径
七
十
メ
ー
ト
ル
の
風
車
が
回

る
壮
観
に
驚
く
の
で
あ
る
。
い
ま

や
銀
色
に
輝
く
羽
根
が
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
な
の
で
あ
る
。

屏
風
ヶ
浦
、
そ
こ
は
風
力
発
電

に
格
好
の
条
件
が
揃
う
場
所
、
風

の
通
り
道
だ
か
ら
、
風
を
捉
え
て

渡
る
鳥
た
ち
も
ま
た
同
じ
で
あ
る

見
た
目
は
ゆ
っ
く
り
ま
わ
る
け

れ
ど
も
羽
根
の
先
端
は
優
に
時
速

百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
。
直

径
が
七
十
メ
ー
ト
ル
程
の
高
速
回

転
の
壁
が
三
十
基
も
連
な
れ
ば
渡

り
鳥
た
ち
に
は
た
ま
っ
た
も
の
で

は
な
い
。
死
屍
累
々
、
渡
り
鳥
が

衝
突
し
て
犠
牲
に
な
る
こ
と
も
ま

た
事
実
な
の
で
あ
る
。
日
本
を
経

由
す
る
渡
り
鳥
は
年
間
二
百
万
羽

以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
。

歩
く
楽
し
さ
は
、
歩
い
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
私
の

「
銚
子
を
歩
こ
う
会
」
の
収
穫
で

あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
少
年
の
こ
ろ

嗅
い
だ
潮
の
匂
い
、
海
辺
に
特
有

の
匂
い
が
な
い
。
足
元
を
す
ば
や

く
逃
げ
る
は
ず
の
フ
ナ
ム
シ
も
い

な
か
っ
た
。
わ
が
感
性
が
衰
え
た

の
だ
ろ
う
か
。

平
山
　
　
豪
（
高
１０
）

【
京
葉
支
部
】

京
葉
支
部
総
会
は
、
五
月
十
七

日
（
土
）
中
・
高
校
同
窓
生
９７
名

が
相
集
い
、
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ

ー
レ
で
開
催
さ
れ
た
。

土
岐
会
長
の
挨
拶
で
幕
を
開
け

特
別
会
員
の
鶴
岡
千
葉
市
長
、
古

谷
同
窓
会
長
、
母
校
の
宇
井
校
長

の
挨
拶
の
後
、
疋
田
議
長
の
進
行

に
よ
り
、
十
九
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
ゴ
ル
フ
大
会
や
旅
行

会
等
二
十
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
全
員
異
議
な
く
、
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
新
役
員
に
土
岐
四
郎
会

長
（
高
１１
）
、
玉
澤
宏
幹
事
長

（
高
１５
）
を
は
じ
め
事
務
局
、
会

計
等
新
役
員
が
満
場
一
致
で
選
任

さ
れ
た
。

懇
親
会
は
、
堀
江
は
つ
、
宇
野

裕
両
県
会
議
員
、
布
施
貴
良
千
葉

市
会
議
会
員
の
挨
拶
の
後
、
母
校

の
恩
師
安
田
伉
先
生
の
「
蓄
音
機

に
聴
く
歌
謡
史
―
古
き
よ
き
時
代

を
偲
ぶ
―
」
と
題
し
た
講
演
と
、

な
つ
か
し
い
蓄
音
機
の
音
色
に
皆

若
き
こ
ろ
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
。

宴
は
み
な
高
校
生
時
代
に
返
り

当
時
の
話
に
大
い
に
盛
り
上
が
り

予
定
時
間
を
一
時
間
も
オ
ー
バ
ー

す
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
音
楽
部
で
大
活
躍
し

た
富
澤
汎
子
さ
ん
、
澤
田
寿
子
さ

ん
（
高
１１
）
の
音
頭
で
校
歌
を
斉

唱
し
盛
会
裡
に
閉
幕
と
な
っ
た
。

布
施
　
　
晃（
高
１５
）

【
四
街
道
支
部
】

七
月
十
二
日
（
土
）
午
前
十
時

か
ら
四
街
道
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
四
街
道
支
部
同
窓
会
第

１０
回
が
開
催
さ
れ
た
。

母
校
か
ら
宇
井
美
樹
校
長
、
本

部
か
ら
加
瀬
武
彦
会
長
（
高
１６
）

が
出
席
さ
れ
、
支
部
会
員
２３
名
参

加
の
も
と
に
母
校
及
び
同
窓
会
の

近
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
恒
例
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
各
種
の
医
薬
品
特
許

を
も
つ
食
品
メ
ー
カ
ー
「
日
健
総

本
社
」
の
代
理
店
株
式
会
社
、
崎

京
ク
ロ
ス
タ
ニ
ン
販
売
代
表
取
締

役
桑
田
剛
寛
氏
で
、
次
の
よ
う
な

講
演
を
さ
れ
た
。

１２０
歳
ま
で
ハ
ッ
ピ
ー
に
生
き
る

た
め
に
は
、
水
を
１
日
２
リ
ッ
ト

（5） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

※ 備考欄は、７０周年記念当時の肩書です。

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （12）

。

西城館 1階 閲覧室　70周年記念作品 2008年9月現在

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

作　　品　　名 技　 法

油　彩

油　彩

油　彩

油　彩

油　彩

油　彩

彫　塑

油　彩

日本画

日本画

木版画

写　真

書・額

灯　　　　　台

灯台のある風景

Ｍ　　　　　子

青　　　　　嵐

建　　　　　物

トレドの裏通り

こ ま っ た な

夏の思い出の地

ゆ　　　　　り

唐草の服　１

感動と出会い
そして飛翔

彫刻作品カタログ参加

か　な　の　部

作　者　名

氏　家　次　郎

氏　家　次　郎

氏　家　次　郎

林　　　　　秀

林　　　徳　司

菊　間　浩　亮

綿　貫　ひろ子

石　川　幸　永

和　田　倫　子

和　田　倫　子

土　屋　金　司

伊　東　敏　光

土　屋　　　寿

卒業回

旧職員

中14回

高６回

高８回

高８回

高８回

高15回

高15回

高25回

高30回

高１回

備　　　　　考

昭和３年～35年　美術教師（故人）

新槐樹社委員

新槐樹社委員（故人）

新槐樹社委員

千葉県美術会会員・新槐樹社委員
彫刻グループ「いてふ」会員

八千代市芸術文化協会会員

女子美術短大造形科卒

日本南画院同人

日本自由画壇理事

千葉テレビ放送昔話シリーズ
旭市文化振興審議委員・東総文化
会館大ホール緞帳原画制作

東京芸大大学院美術研究科卒
福島市立大芸術学部美術助手

日本書道美術館参与



（11） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

【
横
芝
支
部
】

六
月
一
日
（
日
）
午
前
十
一
時

よ
り
「
富
士
屋
」
に
て
開
催
。
支

部
長
石
井
國
夫
氏
（
高
１４
）。

高
２
回
生
か
ら
高
４０
回
生
ま
で

の
幅
広
い
年
代
が
集
う
「
横
匝

会
」。
横
匝
会
の
魅
力
は
、
何
と

い
っ
て
も
、
気
軽
に
参
加
で
き
る

人
づ
く
り
で
す
。参
加
者
２４
名
中
、

２０
回
代
４
名
、
３０
回
代
８
名
、
４０

回
代
１
名
と
１３
名
が
現
役
世
代
。

来
賓
の
猿
渡
教
頭
先
生
も
横
芝
出

身
の
２６
回
生
。
想
い
出
に
浸
る
こ

と
二
時
間
。

終
宴
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
毎
年

恒
例
の
旧
校
歌
と
校
歌
の
合
唱
で

す
。
先
輩
・
後
輩
の
心
ひ
と
つ
に
、

各
位
の
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
た
校
歌
斉
唱
は
万
感
の
想
い
と

な
り
、
明
日
へ
の
元
気
づ
け
に
な

り
ま
す
。

【
飯
岡
支
部
】

五
月
二
十
五
日
（
日
）
午
後
四

時
よ
り
玉
の
浦
食
堂
に
て
、
母
校

中
村
教
頭
、
岩
瀬
事
務
局
長
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
支
部
長
に

は
清
水
幸
男
氏
が
再
任
さ
れ
た
。

例
年
通
り
、
母
校
蔦
陵
祭
の
バ
ザ

ー
へ
の
協
力
が
議
決
さ
れ
た
。

【
多
古
支
部
】

七
月
二
十
一
日
（
日
）
午
後
六

時
、
釜
屋
本
店
で
開
催
。
本
部
か

ら
加
瀬
会
長
、
母
校
よ
り
猿
渡
教

頭
が
出
席
さ
れ
た
。
前
年
度
の
報

告
の
後
、
前
年
度
に
引
き
続
き
澤

田
晃
氏
（
高
１５
）
が
会
長
に
選
出

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （6）

さ
れ
た
。

【
旭

支

部
】

八
月
二
十
三
日
（
土
）
旭
匝
会

総
会
が
旭
楼
を
会
場
に
し
て
、
来

賓
に
伊
藤
忠
良
旭
市
長
、
本
部
よ

り
加
瀬
会
長
、
母
校
よ
り
猿
渡
教

頭
、
岩
瀬
事
務
局
長
を
迎
え
開
催

さ
れ
た
。
総
会
終
了
後
、
伊
藤
市

長
よ
り
市
政
報
告
が
あ
っ
た
。

【
干
潟
支
部
】

八
月
二
十
三
日
（
土
）
嘉
儀
屋

で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
約
２０
名

の
も
と
、和
や
か
に
議
事
は
進
行
。

事
務
局
よ
り
学
校
の
近
況
報
告
が

あ
り
、
新
支
部
長
に
は
越
川
要
氏

（
高
１７
）
が
選
出
さ
れ
た
。

【
野
栄
支
部
】

八
月
二
十
四
日
（
日
）
の
さ
か

望
洋
荘
で
開
催
。
本
部
よ
り
加
瀬

会
長
、宇
井
校
長
が
出
席
さ
れ
た
。

伊
東
和
夫
（
高
１２
）
支
部
長
の
も

と
、
更
な
る
発
展
を
期
し
、
盛
会

裡
に
終
了
し
た
。

【
海
上
支
部
】

八
月
二
十
六
日
（
木
）
割
烹
な

み
川
で
加
瀬
会
長
、
母
校
よ
り
中

村
教
頭
の
出
席
の
も
と
、
開
催
さ

れ
、
支
部
長
に
は
引
き
続
き
齊
藤

忠
雄
氏
（
高
１５
）
が
再
任
さ
れ
た
。

ル
飲
み
、
適
度
な
運
動
（
神
経
、

ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
、
骨
、
筋

肉
、
血
管
の
維
持
）
を
し
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
睡
眠
（
６
〜

７
・
５
時
間
）
を
確
保
し
、
友
達

を
作
っ
て
、「
会
話
」
と
「
感
動
」

と
「
笑
い
」
で
元
気
に
過
ご
す
こ

と
が
不
可
欠
の
要
件
で
あ
り
、
老

化
を
防
ぐ
決
定
打
は
「
長
生
き
す

る
ぞ
と
決
意
す
る
こ
と
」
で
あ
る

と
い
う
内
容
の
も
の
で
し
た
。

総
会
で
は
、
支
部
の
活
動
報
告

な
ら
び
に
新
年
度
事
業
計
画
の
報

告
等
が
承
認
さ
れ
、
会
長
に
は
引

き
続
き
石
毛
忠
氏
（
高
９
）
が
承

認
さ
れ
た
。

続
い
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
話
も
進

み
、
石
田
寛
氏
（
高
２
）
が
「
喜

寿
を
賀
す
」
と
題
し
、
喜
寿
と
呼

ば
れ
る
７７
歳
に
達
し
、
人
生
の
幸

せ
を
噛
み
締
め
、
さ
ら
に
善
行
を

積
み
百
歳
の
長
寿
を
保
た
れ
る
よ

う
に
と
祈
っ
た
詩
が
朗
詠
さ
れ
た
。

最
後
に
匝
中
・
高
の
校
歌
を
全

員
で
合
唱
し
、
会
を
終
了
し
た
。

工
藤
　
博
孝
（
高
１１
）

中
１６
・
充
緑
会

今
年
で
第
４６
回
と
な
る
集
い

を
、
五
月
十
一
日
多
古
町
「
あ
ぶ

ら
や
」
で
開
催
。
場
所
や
悪
天
候

の
せ
い
か
欠
席
が
多
く
、
参
加
者

は
１５
名
。

総
会
返
信
文
集
（
３７
名
、
１０
ペ

ー
ジ
）
で
、
Ｋ
君
は
「
充
緑
会
の

出
席
は
大
き
な
楽
し
み
、
成
長
期

の
五
年
間
の
友
達
と
の
会
合
は
、

全
く
心
お
き
な
く
楽
し
め
る
」
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
い
つ
ま
で

も
続
け
た
い
と
参
加
者
は
思
っ
て

い
る
。

し
か
し
、後
期
高
齢
者
で
あ
り
、

健
康
に
不
安
を
感
じ
、
足
腰
の
不

自
由
さ
も
あ
り
、
出
席
者
は
減
少

す
る
。
そ
こ
で
、
鳥
飼
会
長
の
事

務
量
に
配
慮
し
、
不
在
会
員
の
気

持
ち
を
思
い
や
り
な
が
ら
、
今
後

の
集
い
の
開
き
方
な
ど
話
し
合
っ

た
。結

局
、
会
場
は
持
ち
回
り
を
や

め
、
八
日
市
場
で
。
運
営
委
員
を

６
名
選
び
、
年
末
に
会
合
し
て
来

年
以
降
の
運
営
の
具
体
案
を
作
成

す
る
こ
と
に
し
た
。
当
日
の
不
参

加
者
は
ご
意
見
を
連
絡
下
さ
い
。

来
年
以
降
の
集
い
は
、
高
齢
者

が
参
加
し
や
す
い
よ
う
工
夫
を
。

な
お
、
今
回
は
記
念
品
と
し
て

「
多
古
町
名
所
百
選
」（
多
古
教
委
、

カ
ラ
ー
、
１６
ペ
ー
ジ
）
の
美
し
い

冊
子
が
配
ら
れ
た
。

平
山
　
愼
一
（
中
１６
）

匝
瑳
２１
・
１
同
期
会

平
成
二
十
年
五
月
二
十
五
日
、

日
曜
日
の
午
後
三
時
半
、
旭
市
の

「
旭
楼
旅
館
」
を
会
場
に
、
１６
回

目
の
同
期
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
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１

２

３
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６

７

８

９

10

11

12

13
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15

16

17

18

19

20

21
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作　　品　　名

謁 　 香 取 神 宮

京 の 映 像

Ｔｉｍｅｓ

ＫＩＭＯＮＯ

練 り 上 げ 壺

練 り 上 げ 鉢

傭 （ よ う ）

漁夫・遺された人（川口）

白涛図（波切の岬）

装 幀 画

山 の あ る 街

郊 外 の 家 （ パ リ ）

ノ ー ト ル ダ ム 寺 院

犬 吠

冬 の 落 花 生 畑

雪 の 木 立

海 辺

自 画 像

同 級 生 鶴 野 君 の 像

武蔵野美短大卒業制作

浜 辺

コ ー ヒ ー カ ッ プ

技　 法

書・掛軸

写真・パネル

イラストレイション

デッサン

陶　　芸

陶　　芸

日 本 画

水　　彩

日 本 画

詩集表紙

油　　彩

油　　彩

油　　彩

油　　彩

油　　彩

油　　彩

油　　彩

鉛筆デッサン

油　　彩

グラフィック
デ ザ イ ン

油　　彩

陶　　芸

作　者　名

徳堂・山崎茂雄

深　田　登美雄

中　条　正　義

石　毛　正　一

加　瀬　達　郎

加　瀬　達　郎

鎌　形　規　男

渡　辺　　　學

渡　辺　　　學

渡　辺　　　學

榑　松　正　利

氏　家　次　郎

氏　家　次　郎

氏　家　次　郎　

鈴　木　　　武

鎌　形　照　夫

林　　　東　州

鎌　形　彬　夫

鎌　形　彬　夫

山　本　　　薫

伊　藤　　　聡

林　　　征　明

卒業回

中３回

中２回

高４回

中14回

高20回

高20回

高20回

中５回

中５回

中５回

中６回

旧職員

旧職員

旧職員

中５回

高９回

中12回

高４回

高４回

高21回

旧職員

旧職員

備　　　　　考

１９９１年没（故人）

（故人）

スカンジナビア航空スチュワーデス用着物
デザインコンクール１位作品

Ｆ30

Ｆ８（故人）

Ｐ８（故人）

（中６回卒）天野正男詩集表紙（故人）

Ｆ120 第１４回日展作品（故人）

Ｍ50 昭和３～35年 美術教師（故人）

Ｆ20 正面玄関に展示中

Ｆ10

Ｆ20 （故人）

Ｆ12 （故人）

Ｆ８　（故人）

１９５４年　東京芸大在学中没

鶴野　秦右氏　蔵

現姓・村田

Ｆ20 昭和38～43美術教師
正面玄関展示中

美術教師（故人）



喜
寿
を
祝
う

中
２２
・
高
２
同
期
会

（
匝
陵
一
九
会
）

在
校
生

の
活

躍

私
は
六
月
七
・
八
日
に
行
わ
れ

た
千
葉
県
総
体
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
個
人
戦
で
、
ベ
ス
ト
８
（
第
５

位
）
に
入
賞
し
、
八
月
に
埼
玉
県

川
口
市
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
思
う
よ
う

な
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
来
れ
た

の
は
、
顧
問
の
先
生
方
や
、
共
に

さ
て
、
弓
道
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

「
匝
弓
有
志
会
」
が
平
成
十
五
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
昨
年
、
会
か

ら
の
思
い
が
け
な
い
お
誘
い
は
、

還
暦
以
上
の
人
が
有
資
格
と
い
う

こ
と
で
、
定
年
退
職
し
た
私
に
も

め
で
た
く
届
き
、
同
期
の
女
性
三

人
と
参
加
し
ま
し
た
。
お
会
い
し

た
こ
と
の
な
い
大
先
輩
達
が
林
先

生
と
共
に
匝
高
弓
道
部
を
創
設
さ

れ
た
苦
労
話
を
伺
い
、
後
輩
の
私

達
が
青
春
の
日
々
弓
道
に
熱
中
で

き
た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
致
し

ま
し
た
。

今
年
の
第
六
回
匝
弓
有
志
会

は
、
六
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日

に
鬼
怒
川
温
泉
に
て
林
先
生
の
卒

席
者
は
三
十
一
名
、
過
去
最
少
の

記
録
更
新
で
あ
る
。

こ
の
一
年
間
に
、
林
利
さ
ん
、

伊
藤
嗣
男
さ
ん
、
江
波
戸
静
夫
さ

ん
の
三
人
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。

加
え
て
最
後
の
担
任
だ
っ
た
佐
藤

重
次
先
生
も
昨
年
七
月
に
亡
く
な

ら
れ
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り

黙
祷
を
捧
げ
る
。

出
席
者
は
昨
年
よ
り
一
人
減
だ

が
、
顔
ぶ
れ
の
三
分
の
一
は
入
れ

替
わ
っ
て
い
た
。
昨
年
来
て
今
年

欠
席
が
十
人
、
そ
の
逆
が
九
人
だ

っ
た
。
長
期
リ
ハ
ビ
リ
を
克
服
し

て
十
年
ぶ
り
の
参
加
や
、
四
年
目

で
や
っ
と
車
の
運
転
が
出
来
る
様

に
な
っ
た
か
ら
と
参
加
し
て
く
れ

た
人
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
日
朝

に
な
っ
て
身
内
に
緊
急
事
態
発
生

で
欠
席
に
な
っ
た
り
、
逆
に
欠
席

の
返
事
だ
っ
た
が
昼
頃
急
遽
出
席

し
て
く
れ
る
と
連
絡
が
あ
っ
た
り

で
、
人
生
い
ろ
い
ろ
…
。

欠
席
理
由
は
、
闘
病
中
と
元
気

に
飛
び
回
っ
て
い
る
者
と
に
二
分

さ
れ
る
。
前
者
は
一
日
も
早
い
快

復
で
、
後
者
は
日
程
調
整
で
、
共

に
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て
く
れ

る
事
を
期
待
す
る
。

身
辺
雑
話
、
情
報
交
換
、
仲
間

の
消
息
…
、
二
時
間
は
あ
っ
と
言

う
間
に
過
ぎ
て
、
午
後
六
時
次
回

の
再
会
を
約
し
て
解
散
す
る
。

次
回
は
、
匝
瑳
地
区
が
当
番
で

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
四
日

（
第
四
日
曜
日
）
に
開
催
す
る
予

定
な
の
で
、
体
調
と
行
事
を
調
整

し
て
是
非
参
加
し
て
欲
し
い
。

な
お
、
平
成
二
十
年
春
の
叙
勲

で
内
山
勉
さ
ん
と
鈴
木
八
郎
さ
ん

が
「
瑞
宝
双
光
章
」
受
章
の
栄
に

浴
さ
れ
た
。
内
山
さ
ん
は
教
育
、

鈴
木
さ
ん
は
民
生
・
児
童
委
員
と

し
て
永
年
に
わ
た
る
活
動
の
賜
物

で
あ
る
。
慶
祝
！

現
在
生
存
者
百
十
九
名
、
物
故

者
六
十
二
名
、
居
所
不
明
十
八
名

で
あ
る
。
来
年
は
大
部
分
の
仲
間

が
数
え
年
八
十
歳
、
傘
寿
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。
飢
え
と
絶
望
の

中
を
生
き
抜
い
て
六
十
五
年
、
生

き
て
い
る
喜
び
を
よ
り
多
く
の
仲

間
で
語
り
合
い
た
い
と
思
う
。

重
ね
て
次
回
の
参
加
を
切
に
お

ね
が
い
す
る
。

大
関
　
　
正
（
高
１
）

平
成
二
十
年
度

匝
中
２１
回
・
匝
高
１
回
卒
業
生

同
期
会
　
記
念
写
真
名
簿

二
〇
〇
八
年
五
月
二
五
日
（
日
）

旭
市
「
旭
楼
旅
館
」

第
二
次
大
戦
の
敗
色
濃
く
な

り
つ
つ
あ
っ
た
昭
和
十
九
年
四

月
、
千
葉
県
立
匝
瑳
中
学
校
に
入

学
。
勉
学
よ
り
も
軍
事
教
練
や
勤

労
動
員
中
心
の
一
〜
二
年
生
時

代
。
二
年
生
の
八
月
終
戦
。
教
室

に
戻
っ
た
も
の
の
、
軍
国
主
義
か

ら
民
主
主
義
の
教
育
へ
と
急

変
、
更
に
教
育
制
度
の
大
幅
な

改
革
に
よ
っ
て
旧
制
匝
瑳
中
学

校
で
卒
業
す
る
者
（
中
２２
回
）

と
新
制
匝
瑳
高
校
で
卒
業
す
る

者
（
高
２
回
）
と
に
別
れ
て
し
ま

い
、
同
期
会
の
名
称
も
卒
業
年
度

で
は
な
く
、
入
学
年
度
の
昭
和
十

九（
一
九
）年
度
の
「
一
九
」
を
取

り
入
れ
て
「
匝
陵
一
九
会
」
と
称

し
て
い
ま
す
。
こ
の
激
動
の
四
ヶ

年
〜
六
ヶ
年
の
青
春
時
代
を
西
ヶ

（7） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

篠
・
並
木
組

し
の
ぎ
を
け
ず
っ
て
来
た
部
活
の

戦
友
達
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
く

の
方
々
の
ご
声
援
の
お
か
げ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

匝
瑳
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は

と
て
も
伝
統
の
あ
る
部
で
す
。
今

後
も
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
伝
統
に

恥
じ
な
い
よ
う
な
新
し
い
歴
史
を

築
い
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

選
手
代
表

篠

幸
良

男
子
弓
道
部

今
年
の
六
月
に
行
わ
れ
た
県
総

体
、
僕
達
三
年
生
に
と
っ
て
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る

た
め
の
最
後
の
大
会
で
し

た
。
そ
の
大
会
で
僕
達
は

優
勝
し
、
長
年
の
目
標
で

あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
を
決
め
た
の
で
す
。
男

子
団
体
が
出
場
す
る
の
は

七
年
ぶ
り
十
五
回
目
の
こ

と
で
し
た
。

三
年
生
男
子
は
他
の
学

校
の
部
員
と
比
べ
て
人
数

が
少
な
く
五
人
し
か
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
人
数
が
少

な
い
分
チ
ー
ム
の
団
結
力

は
と
て
も
強
く
、
一
人
一

人
が
自
分
の
目
標
を
明
確
に
し
達

成
す
る
た
め
毎
日
練
習
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。
後
輩
も
し
っ
か

り
と
僕
達
の
練
習
に
つ
い
て
き
て

く
れ
た
の
で
チ
ー
ム
の
力
は
と
て

も
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

で
す
が
、
他
校
の
選
手
達
も
皆

こ
の
大
会
の
出
場
を
目
標
と
し
、

日
々
努
力
を
し
続
け
て
き
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
ラ
イ
バ
ル
達

の
悔
し
さ
や
、
毎
日
本
当
に
熱
心

に
指
導
し
て
下
さ
っ
た
顧
問
の
澁

谷
先
生
の
力
や
、
い
つ
も
支
え
て

く
れ
た
家
族
の
応
援
な
ど
、
そ
の

全
て
の
思
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

僕
達
は
最
高
の
試
合
が
で
き
る
の

だ
と
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し

た
。僕

が
、
こ
の
弓
道
と
い
う
競
技

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
本
当

に
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ

一
つ
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
た
め
の

道
の
り
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は

な
く
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
の
連

続
で
し
た
。
で
す
が
、
自
分
を
成

長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
最

後
は
笑
っ
て
終
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

弓
道
競
技
通
し
て
出
会
っ
た
全

て
の
人
々
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い

で
す
。

林
　
　
正
樹

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （10）

前
列
　
右
か
ら

萩
原
　
恒
夫
　
　
林
　
　
　
桂

山
本
　
秀
夫
　
　
宇
井
　
恵
治

大
木
　
栄
一
　
　
神
原
　
　
健

林
　
　
秀
夫
　
　
古
川
　
恒
蔵

大
関
　
　
正
　
　

二
列
目
右
か
ら

加
瀬
　
康
夫
　
　
向
後
　
　
忠

渡
辺
　
冀
一
　
　
福
岡
　
正
夫

宇
井
野
和
重
　
　
萩
原
　
勇
美
　

片
岡
　
　
工
　
　
石
橋
　
　
清
　

椎
名
　
素
夫
　
　
宮
嶋
　
弘
平

林
　
　
義
夫

三
列
目
右
か
ら

岩
井
　
　
透
　
　
大
和
　
義
則

土
屋
　
　
壽
　
　
並
木
　
達
雄

高
梨
　
育
雄
　
　
鈴
木
幸
之
助

角
田
　
利
夫
　
　
野
沢
　
　
薫
　

杉
田
　
利
夫
　
　
飯
島
　
崇
智

高
岡
　
敏
雄
　

（
計
３１
名
）

前
列
　
右
か
ら

山
下
　
　
厳
　
　
押
尾
　
　
鼎

松
山
　
　
敏
　
　
高
山
　
節
雄

塙
　
　
弘
一
　
　
大
川
　
　
馨

加
瀬
　
健
三
　
　
加
瀬
　
浩
久

秋
山
　
　
栄
　
　
平
山
　
幸
男

最
上
　
　
峻
　
　
江
畑
　
　
魁

中
列
右
か
ら

岩
井
　
幸
治
　
　
高
上
弥
之
助

宇
井
　
　
聰
　
　
石
田
　
　
實

鈴
木
　
琢
雄
　
　
土
屋
　
　
正

磯
部
　
郁
夫
　
　
青
木
　
達
郎

加
瀬
　
万
司
　
　
大
関
　
正
己

後
列
右
か
ら

菅
野
　
秀
夫
　
　
松
沢
　
　
稔

加
瀬
　
　
武
　
　
高
野
　
朝
一

椎
名
　
三
良
　
　
大
木
　
好
雄

向
後
　
　
寛
　
　
鈴
木
　
通
司

椎
名
　
　
庸
　
　
椎
名
善
治
郎

山
�

直
仁
　
　
鈴
木
　
克
己

馬
場
　
三
郎
　
　
宇
井
　
　
照

寿
の
お
祝
い
の
会
を
持
ち
ま

し
た
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て

八
日
市
場
か
ら
出
発
。
幹
事

の
濱
本
さ
ん
が
皆
に
作
っ
て

く
れ
た
二
段
重
ね
の
お
弁
当

は
、
宿
の
ど
ん
な
御
馳
走
よ

り
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

林
先
生
を
囲
み
６
回
生
か
ら

１７
回
生
２０
名
の
宴
会
で
は
、

参
加
者
全
員
が
お
祝
い
の
言

葉
や
思
い
出
話
を
語
り
ま
し

た
。
匝
高
で
林
先
生
と
弓
道

に
出
会
い
、
仲
間
と
共
に
目

的
や
時
間
を
共
有
で
き
た
喜

び
や
感
謝
の
気
持
ち
が
言
葉

の
端
々
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
な
先
輩

の
日
本
髪
和
服
姿
や
メ
イ
ド
姿
の

コ
ス
プ
レ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は

驚
き
と
笑
い
で
宴
も
盛
上
が
り
、

カ
ラ
オ
ケ
で
は
林
先
生
の
張
り
の

あ
る
歌
声
を
沢
山
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
千
葉
国
体
の
弓

道
会
場
は
匝
瑳
高
校
で
す
。
多
く

の
方
が
母
校
に
足
を
運
ば
れ
、
林

先
生
の
ご
活
躍
す
る
姿
か
ら
元
気

を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

藤
島
　
愛
子
（
高
１７
）



な
か
っ
た
学
友
の
情
報
や
近
況
報

告
等
話
に
花
が
咲
き
、
又
、
石
田

實
氏
の
す
ば
ら
し
い
朗
詠
な
ど
も

披
露
さ
れ
、
ま
た
た
く
間
に
閉
会

予
定
時
刻
を
過
ぎ
て
し
ま
い
、
四

時
近
く
に
再
び
岩
�
照
氏
の
指
揮

で
「
こ
こ
東
海
」
を
三
番
ま
で
元

気
に
合
唱
し
、
別
れ
を
惜
し
み
つ

つ
喜
寿
祝
の
饅
頭
の
入
っ
た
袋
を

ぶ
ら
下
げ
て
二
年
後
の
再
会
を
約

し
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

次
回
の
同
期
会
は
二
年
後
に
同

じ
会
場
で
開
催
予
定
で
す
の
で
是

非
多
数
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

高
校
１０
回
同
期
会

五
月
十
一
日
（
日
曜
日
）
犬
吠

埼
京
成
ホ
テ
ル
で
、
高
校
１０
回
卒

の
泊
ま
り
こ
み
学
年
同
窓
会
が
開

か
れ
た
。
１０
回
卒
と
は
昭
和
三
十

年
入
学
、
三
十
三
年
卒
業
組
で
、

大
勢
は
今
年
６９
歳
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
古
希
同
窓
会
と
銘
う
っ
た
。

菅
谷
稔
会
長
は
、
式
次
第
は
今
日

は
な
い
、
誰
も
祝
っ
て
く
れ
な
い

ん
で
、
同
級
生
が
仲
間
同
士
で
盛

大
に
盛
り
上
が
り
た
い
と
漫
談
調

で
憎
ま
れ
口
を
利
い
た
。

唯
一
の
式
次
第
、
物
故
者
７
名

に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
は
る

ば
る
山
口
県
か
ら
馳
せ
参
じ
て
く

れ
た
伊
藤
信
夫
君
の
乾
杯
の
音
頭

場
を
貸
し
切
っ
て
、
十
数
年
も
コ

ン
ペ
を
開
催
し
て
い
る
高
校
は
全

国
で
も
見
当
た
ら
な
い
」
と
の
言

葉
通
り
、皆
様
の
母
校
を
思
う
心
、

強
い
友
情
で
結
ば
れ
た
匝
瑳
高
校

同
窓
会
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま

す
様
、
お
祈
り
申
し
上
げ
、
報
告

な
ら
び
に
御
礼
と
い
た
し
ま
す
。

体
育
部
長
　
鶴
野
航
三（
高
１５
）

成
　
績
（
敬
称
略
）

ネ
ッ
ト
の
部

優
　
勝
　
鈴
木
　
善
材（
高
１２
）

準
優
勝
　
早
川
　
達
也（
高
３０
）

第
三
位
　
高
橋
　
輝
行（
高
１５
）

女
性
の
部

優
　
勝
　
鶴
野
　
和
江（
高
１８
）

準
優
勝
　
羽
田
以
久
美（
高
１４
）

第
三
位
　
藤
田
　
洋
子（
高
１３
）

賞
品
等
を
頂
戴
し
、
重
ね
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
参
加

者
全
員
の
ご
厚
意
に
よ
り
母
校
に

金
１７
万
円
の
助
成
金
を
贈
呈
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
２７
ホ
ー
ル
を
使
用
し
た

た
め
、
昼
食
時
間
も
ゆ
っ
く
り
と

と
れ
、
プ
レ
ー
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
し
、
ス
タ
ー
ト
が
８
時
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
３：

３０
に
は
全
員
が

ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
、
す
べ
て
順
調

に
運
営
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
か
好
ス
コ
ア
が
続
出
し
、

総
合
優
勝
は
鈴
木
善
材
さ
ん
（
高

１２
）、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
７３
、
加

瀬
健
一
郎
さ
ん
（
高
１６
）
で
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
１７３
名
中
グ
ロ
ス
で

１００
を
切
っ
た
方
が
１２７
名
と
い
う
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
各
パ
ー
テ
ィ
ご
と

に
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
座
り
、
い
わ

ゆ
る
指
定
席
に
し
た
た
め
、
飲
食

も
ゆ
っ
く
り
と
し
、
旧
交
を
暖
め

ら
れ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
女
子
９
名
、

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
（
７０
才
以
上
）

３０
名
、
合
計
１７３
名
と
い
う
多
数
の

出
席
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

江
畑
委
員
長
の
講
評
で
「
ゴ
ル
フ

平
成
20
年
５
月
23
日
（
金
）
同

窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
銚
子
レ
イ
ン

ボ
ー
ヒ
ル
ズ
Ｃ
Ｃ
に
於
い
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
そ

し
て
幹
事
で
あ
る
１５
回
卒
の
皆
さ

ん
の
祈
り
が
通
じ
た
の
か
、
当
日

は
快
晴
微
風
。
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１７０
名

を
越
す
多
数
の
皆
様
が
参
加
し
て

頂
き
、
事
故
も
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く

全
員
が
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
た
時
は

幹
事
と
し
て
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お

ろ
し
ま
し
た
。

関
係
各
位
に
は
準
備
、
設
営
、

大
会
当
日
ま
で
ご
協
力
頂
き
、
又

た
く
さ
ん
の
皆
様
か
ら
ご
芳
志
、

や
水
泳
合
宿
訓
練
に
触
れ
ら
れ

て
貝
を
集
め
始
め
た
き
っ
か
け

等
に
つ
い
て
お
話
に
な
り
ま
し

た
。
勝
浦
市
興
津
小
学
校
で
の

水
泳
合
宿
訓
練
で
生
徒
に
生
貝

の
名
前
を
聞
か
れ
た
が
即
答
で

き
ず
、
帰
宅
し
て
調
べ
て
み
る

と
「
ハ
ツ
ユ
キ
ダ
カ
ラ
」
で
あ

っ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露

さ
れ
、
そ
の
時
質
問
し
た
生
徒

で
あ
る
作
佐
部
和
治
君
に
先
生

か
ら
手
渡
し
で
そ
の
著
書
を
贈

呈
さ
れ
る
と
い
う
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。先
生
が
貝
を
収
集
し
、

研
究
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
が
、
我
々
の
ク
ラ
ス
担

任
を
さ
れ
て
い
た
時
で
あ
り
か

つ
そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な

る
質
問
を
し
た
の
も
わ
が
ク
ラ

ス
の
仲
間
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

り
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
先
生
が
匝
瑳

高
校
の
研
究
集
録Spur

（
第
一
号
）

に
「
千
葉
県
の
貝
」
と
し
て
初
め

て
寄
稿
さ
れ
た
当
時
は
４９１
種
で
あ

っ
た
も
の
が
、
そ
の
後
採
集
・
研

究
を
継
続
さ
れ
て
、
平
成
十
七
年

五
月
に
は
８６８
種
ま
で
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
先
生
の

今
後
に
お
け
る
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、

城
で
共
に
過
ご
し
、
終
戦
後
の
苦

し
い
時
代
か
ら
豊
か
な
時
代
へ
と

日
本
の
復
興
を
支
え
活
躍
し
た
仲

間
も
喜
寿
を
迎
え
る
齢
に
な
り
、

五
月
二
十
四
日
お
祝
い
の
同
期
会

を
八
日
市
場
で
開
催
し
た
。

記
念
撮
影
に
始
ま
り
、
松
沢
稔

氏
の
進
行
で
物
故
者
の
冥
福
を
祈

り
黙
祷
を
捧
げ
る
。
約
四
分
の
一

強
（
２８
％
）
の
学
友
が
昇
天
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
健
康

で
今
日
の
会
に
参
加
で
き
た
幸
を

感
ず
る
。

会
は
、
伊
東
（
加
瀬
）
万
司
幹

事
長
の
喜
寿
を
祝
う
挨
拶
と
、
各

方
面
で
活
躍
さ
れ
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
て
叙
勲
さ
れ
た
学
友
、
飯

島
重
雄
氏
・
大
川
馨
氏
・
古
谷

（
滝
田
）
和
弥
氏
・
角
田
夏
苗

氏
・
伊
藤
秀
二
氏
の
紹
介
と
祝
辞

が
あ
り
、
当
日
出
席
さ
れ
た
大
川

馨
氏
（
他
の
四
名
は
都
合
が
つ
か

ず
欠
席
）
か
ら
全
国
塗
料
協
同
組

合
理
事
長
と
し
て
の
活
動
報
告
を

頂
く
。
続
い
て
次
期
幹
事
長
に
鈴

木
通
司
氏
を
選
任
し
開
会
行
事
を

終
え
る
。

岩
�
（
宇
井
）
照
氏
の
発
声
で

乾
杯
祝
宴
に
入
る
。
参
加
人
数
は

前
回
に
比
べ
る
と
少
し
減
っ
た

が
、
久
し
ぶ
り
に
逢
っ
た
学
友
同

志
が
在
校
時
代
の
思
い
出
や
健
康

に
関
す
る
情
報
交
換
、
参
加
で
き

林
先
生
は
、
昭
和
十
九
年
か
ら

昭
和
五
十
五
年
ま
で
匝
瑳
高
校
に

勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭

和
二
十
七
年
よ
り
学
校
体
育
教
科

に
日
本
古
来
の
武
道
が
認
可
さ
れ

る
や
弓
道
部
の
創
設
と
指
導
に
あ

た
る
と
共
に
、
千
葉
県
高
体
連
な

ら
び
に
関
東
高
体
連
の
弓
道
専
門

部
設
置
委
員
長
を
務
め
、
更
に
は

全
国
高
体
連
弓
道
専
門
部
副
部
長

を
十
五
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
日
本
教
職
員
弓
道
連
盟

を
結
成
さ
れ
副
会
長
に
就
任
し
、

高
校
弓
道
の
普
及
・
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
千
葉

県
弓
道
連
盟
会
長
を
歴
任
し
、
現

在
も
名
誉
会
長
や
顧
問
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ご
活
躍
中
で
す
。

（9） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

毛
光
之
先
生
の
ご
臨
席
も
い
た
だ

き
、
ク
ラ
ス
の
約
６
割
に
あ
た
る

２６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
首
都
圏

在
住
者
の
み
な
ら
ず
、
札
幌
や
松

本
と
い
う
遠
方
か
ら
も
駆
け
つ
け

て
も
ら
い
、
盛
大
に
会
を
催
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

成
毛
先
生
は
、
会
冒
頭
の
ご
挨

拶
の
中
で
ご
自
身
の
著
作
「
千
葉

県
の
貝
」
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、

我
々
の
担
任
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た

昭
和
三
十
二
年
当
時
の
修
学
旅
行

を
合
図
に
、
出
席
者
６９
人
の
互
い

の
自
分
を
祝
う
会
が
た
っ
ぷ
り
時

間
を
と
っ
て
始
ま
っ
た
。

同
期
の
卒
業
生
３２３
名
の
う
ち
鬼

籍
の
人
が
２４
名
。「
人
生
七
十
古

来
稀
な
り
」
は
死
語
に
な
っ
た
。

だ
か
ら
菅
谷
君
が
言
う
通
り
、
誰

も
祝
い
ご
と
な
ど
言
っ
て
く
れ
な

い
の
が
道
理
で
あ
る
。

そ
の
晩
は
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て

翌
日
は
ゴ
ル
フ
に
行
っ
た
の
が
五

組
２０
人
。
そ
の
ほ
か
痛
飲
を
反
省

し
た
人
、
し
な
い
人
も
再
来
年
の

再
会
を
約
束
し
て
、
少
し
肌
寒
い

薫
風
に
ふ
か
れ
て
銚
子
を
後
に
し

た
。式

次
第
を
構
え
な
い
の
が
ス
マ

ー
ト
で
好
感
を
も
て
た
。
私
が
体

験
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
外
資
系

企
業
の
パ
ー
テ
ィ
は
、
そ
の
本
来

の
営
業
的
な
欲
を
抑
制
し
て
ま
で

ご
挨
拶
の
類
の
式
次
第
が
な
い
、

あ
え
て
構
え
な
い
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
い
た
。

平
山
　
　
豪
（
高
１０
）

成
毛
組
ク
ラ
ス
会

今
年
の
成
毛
ク
ラ
ス
会
は
、
十

月
二
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
、
国

民
宿
舎
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
三

年
三
月
に
卒
業
し
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
五
十
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に

当
た
り
ま
す
が
、
担
任
の
恩
師
成

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （8）

グランドシニア優勝
江畑　魁（高2）

女性の部優勝
鶴野和江（高18）

総合優勝
鈴木善材（高12）

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部

優
　
勝
　
江
畑
　
　
魁（
高
２
）

準
優
勝
　
嶋
田
　
新
治（
高
５
）

第
三
位
　
中
川
　
国
武（
高
３
）

グ
ロ
ス
の
部

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
７１

加
瀬
健
一
郎（
高
１６
）

第
二
位
７６
国
本
　
勝
彦（
高
２８
）

第
三
位
７９
高
橋
　
久
明（
高
１４
）

女
性
の
部

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
９４

村
上
　
玲
子（
高
７
）

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部

８３
大
木
　
正
義（
高
６
）

先
生
が
持
参
さ
れ
た
著
作
「
千
葉

県
の
貝
」
の
残
り
八
部
に
つ
い
て

は
、
公
平
を
期
し
て
、
く
じ
引
き

に
よ
り
配
分
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
席
上
、
先
生
に
は
今
後

と
も
我
々
の
ク
ラ
ス
会
に
は
健
康

の
許
す
限
り
、
毎
年
出
席
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

懇
親
会
は
二
時
間
半
に
及
び
、

飲
み
か
つ
食
べ
、
和
気
藹
々
と
話

も
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
時
間

的
制
約
も
あ
り
、
記
念
撮
影
後
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

場
所
を
変
え
て
二
次
会
に
移
り
、

当
時
の
思
い
出
話
や
そ
れ
ぞ
れ
の

近
況
等
に
つ
い
て
大
い
に
語
り
明

か
し
ま
し
た
。
翌
日
は
ガ
ラ
ス
工

房
の
見
学
や
ぶ
ど
う
狩
り
を
存
分

に
楽
し
み
、
昼
食
後
来
年
の
再
会

を
約
束
し
て
、
解
散
と
な
り
ま
し

た
。
大
変
楽
し
く
か
つ
有
意
義
な

ク
ラ
ス
会
で
あ
り
、
来
年
の
ク
ラ

ス
会
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

大
木
　
　
優
（
高
１０
）

撮
影
　
平
山

豪



な
か
っ
た
学
友
の
情
報
や
近
況
報

告
等
話
に
花
が
咲
き
、
又
、
石
田

實
氏
の
す
ば
ら
し
い
朗
詠
な
ど
も

披
露
さ
れ
、
ま
た
た
く
間
に
閉
会

予
定
時
刻
を
過
ぎ
て
し
ま
い
、
四

時
近
く
に
再
び
岩
�
照
氏
の
指
揮

で
「
こ
こ
東
海
」
を
三
番
ま
で
元

気
に
合
唱
し
、
別
れ
を
惜
し
み
つ

つ
喜
寿
祝
の
饅
頭
の
入
っ
た
袋
を

ぶ
ら
下
げ
て
二
年
後
の
再
会
を
約

し
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

次
回
の
同
期
会
は
二
年
後
に
同

じ
会
場
で
開
催
予
定
で
す
の
で
是

非
多
数
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

高
校
１０
回
同
期
会

五
月
十
一
日
（
日
曜
日
）
犬
吠

埼
京
成
ホ
テ
ル
で
、
高
校
１０
回
卒

の
泊
ま
り
こ
み
学
年
同
窓
会
が
開

か
れ
た
。
１０
回
卒
と
は
昭
和
三
十

年
入
学
、
三
十
三
年
卒
業
組
で
、

大
勢
は
今
年
６９
歳
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
古
希
同
窓
会
と
銘
う
っ
た
。

菅
谷
稔
会
長
は
、
式
次
第
は
今
日

は
な
い
、
誰
も
祝
っ
て
く
れ
な
い

ん
で
、
同
級
生
が
仲
間
同
士
で
盛

大
に
盛
り
上
が
り
た
い
と
漫
談
調

で
憎
ま
れ
口
を
利
い
た
。

唯
一
の
式
次
第
、
物
故
者
７
名

に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
は
る

ば
る
山
口
県
か
ら
馳
せ
参
じ
て
く

れ
た
伊
藤
信
夫
君
の
乾
杯
の
音
頭

場
を
貸
し
切
っ
て
、
十
数
年
も
コ

ン
ペ
を
開
催
し
て
い
る
高
校
は
全

国
で
も
見
当
た
ら
な
い
」
と
の
言

葉
通
り
、皆
様
の
母
校
を
思
う
心
、

強
い
友
情
で
結
ば
れ
た
匝
瑳
高
校

同
窓
会
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま

す
様
、
お
祈
り
申
し
上
げ
、
報
告

な
ら
び
に
御
礼
と
い
た
し
ま
す
。

体
育
部
長
　
鶴
野
航
三（
高
１５
）

成
　
績
（
敬
称
略
）

ネ
ッ
ト
の
部

優
　
勝
　
鈴
木
　
善
材（
高
１２
）

準
優
勝
　
早
川
　
達
也（
高
３０
）

第
三
位
　
高
橋
　
輝
行（
高
１５
）

女
性
の
部

優
　
勝
　
鶴
野
　
和
江（
高
１８
）

準
優
勝
　
羽
田
以
久
美（
高
１４
）

第
三
位
　
藤
田
　
洋
子（
高
１３
）

賞
品
等
を
頂
戴
し
、
重
ね
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
参
加

者
全
員
の
ご
厚
意
に
よ
り
母
校
に

金
１７
万
円
の
助
成
金
を
贈
呈
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
２７
ホ
ー
ル
を
使
用
し
た

た
め
、
昼
食
時
間
も
ゆ
っ
く
り
と

と
れ
、
プ
レ
ー
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
し
、
ス
タ
ー
ト
が
８
時
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
３：

３０
に
は
全
員
が

ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
、
す
べ
て
順
調

に
運
営
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
か
好
ス
コ
ア
が
続
出
し
、

総
合
優
勝
は
鈴
木
善
材
さ
ん
（
高

１２
）、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
７３
、
加

瀬
健
一
郎
さ
ん
（
高
１６
）
で
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
１７３
名
中
グ
ロ
ス
で

１００
を
切
っ
た
方
が
１２７
名
と
い
う
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
各
パ
ー
テ
ィ
ご
と

に
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
座
り
、
い
わ

ゆ
る
指
定
席
に
し
た
た
め
、
飲
食

も
ゆ
っ
く
り
と
し
、
旧
交
を
暖
め

ら
れ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
女
子
９
名
、

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
（
７０
才
以
上
）

３０
名
、
合
計
１７３
名
と
い
う
多
数
の

出
席
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

江
畑
委
員
長
の
講
評
で
「
ゴ
ル
フ

平
成
20
年
５
月
23
日
（
金
）
同

窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
銚
子
レ
イ
ン

ボ
ー
ヒ
ル
ズ
Ｃ
Ｃ
に
於
い
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
そ

し
て
幹
事
で
あ
る
１５
回
卒
の
皆
さ

ん
の
祈
り
が
通
じ
た
の
か
、
当
日

は
快
晴
微
風
。
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１７０
名

を
越
す
多
数
の
皆
様
が
参
加
し
て

頂
き
、
事
故
も
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く

全
員
が
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
た
時
は

幹
事
と
し
て
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お

ろ
し
ま
し
た
。

関
係
各
位
に
は
準
備
、
設
営
、

大
会
当
日
ま
で
ご
協
力
頂
き
、
又

た
く
さ
ん
の
皆
様
か
ら
ご
芳
志
、

や
水
泳
合
宿
訓
練
に
触
れ
ら
れ

て
貝
を
集
め
始
め
た
き
っ
か
け

等
に
つ
い
て
お
話
に
な
り
ま
し

た
。
勝
浦
市
興
津
小
学
校
で
の

水
泳
合
宿
訓
練
で
生
徒
に
生
貝

の
名
前
を
聞
か
れ
た
が
即
答
で

き
ず
、
帰
宅
し
て
調
べ
て
み
る

と
「
ハ
ツ
ユ
キ
ダ
カ
ラ
」
で
あ

っ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露

さ
れ
、
そ
の
時
質
問
し
た
生
徒

で
あ
る
作
佐
部
和
治
君
に
先
生

か
ら
手
渡
し
で
そ
の
著
書
を
贈

呈
さ
れ
る
と
い
う
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。先
生
が
貝
を
収
集
し
、

研
究
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
が
、
我
々
の
ク
ラ
ス
担

任
を
さ
れ
て
い
た
時
で
あ
り
か

つ
そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な

る
質
問
を
し
た
の
も
わ
が
ク
ラ

ス
の
仲
間
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

り
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
先
生
が
匝
瑳

高
校
の
研
究
集
録Spur

（
第
一
号
）

に
「
千
葉
県
の
貝
」
と
し
て
初
め

て
寄
稿
さ
れ
た
当
時
は
４９１
種
で
あ

っ
た
も
の
が
、
そ
の
後
採
集
・
研

究
を
継
続
さ
れ
て
、
平
成
十
七
年

五
月
に
は
８６８
種
ま
で
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
先
生
の

今
後
に
お
け
る
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、

城
で
共
に
過
ご
し
、
終
戦
後
の
苦

し
い
時
代
か
ら
豊
か
な
時
代
へ
と

日
本
の
復
興
を
支
え
活
躍
し
た
仲

間
も
喜
寿
を
迎
え
る
齢
に
な
り
、

五
月
二
十
四
日
お
祝
い
の
同
期
会

を
八
日
市
場
で
開
催
し
た
。

記
念
撮
影
に
始
ま
り
、
松
沢
稔

氏
の
進
行
で
物
故
者
の
冥
福
を
祈

り
黙
祷
を
捧
げ
る
。
約
四
分
の
一

強
（
２８
％
）
の
学
友
が
昇
天
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
健
康

で
今
日
の
会
に
参
加
で
き
た
幸
を

感
ず
る
。

会
は
、
伊
東
（
加
瀬
）
万
司
幹

事
長
の
喜
寿
を
祝
う
挨
拶
と
、
各

方
面
で
活
躍
さ
れ
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
て
叙
勲
さ
れ
た
学
友
、
飯

島
重
雄
氏
・
大
川
馨
氏
・
古
谷

（
滝
田
）
和
弥
氏
・
角
田
夏
苗

氏
・
伊
藤
秀
二
氏
の
紹
介
と
祝
辞

が
あ
り
、
当
日
出
席
さ
れ
た
大
川

馨
氏
（
他
の
四
名
は
都
合
が
つ
か

ず
欠
席
）
か
ら
全
国
塗
料
協
同
組

合
理
事
長
と
し
て
の
活
動
報
告
を

頂
く
。
続
い
て
次
期
幹
事
長
に
鈴

木
通
司
氏
を
選
任
し
開
会
行
事
を

終
え
る
。

岩
�
（
宇
井
）
照
氏
の
発
声
で

乾
杯
祝
宴
に
入
る
。
参
加
人
数
は

前
回
に
比
べ
る
と
少
し
減
っ
た

が
、
久
し
ぶ
り
に
逢
っ
た
学
友
同

志
が
在
校
時
代
の
思
い
出
や
健
康

に
関
す
る
情
報
交
換
、
参
加
で
き

林
先
生
は
、
昭
和
十
九
年
か
ら

昭
和
五
十
五
年
ま
で
匝
瑳
高
校
に

勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭

和
二
十
七
年
よ
り
学
校
体
育
教
科

に
日
本
古
来
の
武
道
が
認
可
さ
れ

る
や
弓
道
部
の
創
設
と
指
導
に
あ

た
る
と
共
に
、
千
葉
県
高
体
連
な

ら
び
に
関
東
高
体
連
の
弓
道
専
門

部
設
置
委
員
長
を
務
め
、
更
に
は

全
国
高
体
連
弓
道
専
門
部
副
部
長

を
十
五
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
日
本
教
職
員
弓
道
連
盟

を
結
成
さ
れ
副
会
長
に
就
任
し
、

高
校
弓
道
の
普
及
・
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
千
葉

県
弓
道
連
盟
会
長
を
歴
任
し
、
現

在
も
名
誉
会
長
や
顧
問
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ご
活
躍
中
で
す
。

（9） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

毛
光
之
先
生
の
ご
臨
席
も
い
た
だ

き
、
ク
ラ
ス
の
約
６
割
に
あ
た
る

２６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
首
都
圏

在
住
者
の
み
な
ら
ず
、
札
幌
や
松

本
と
い
う
遠
方
か
ら
も
駆
け
つ
け

て
も
ら
い
、
盛
大
に
会
を
催
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

成
毛
先
生
は
、
会
冒
頭
の
ご
挨

拶
の
中
で
ご
自
身
の
著
作
「
千
葉

県
の
貝
」
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、

我
々
の
担
任
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た

昭
和
三
十
二
年
当
時
の
修
学
旅
行

を
合
図
に
、
出
席
者
６９
人
の
互
い

の
自
分
を
祝
う
会
が
た
っ
ぷ
り
時

間
を
と
っ
て
始
ま
っ
た
。

同
期
の
卒
業
生
３２３
名
の
う
ち
鬼

籍
の
人
が
２４
名
。「
人
生
七
十
古

来
稀
な
り
」
は
死
語
に
な
っ
た
。

だ
か
ら
菅
谷
君
が
言
う
通
り
、
誰

も
祝
い
ご
と
な
ど
言
っ
て
く
れ
な

い
の
が
道
理
で
あ
る
。

そ
の
晩
は
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て

翌
日
は
ゴ
ル
フ
に
行
っ
た
の
が
五

組
２０
人
。
そ
の
ほ
か
痛
飲
を
反
省

し
た
人
、
し
な
い
人
も
再
来
年
の

再
会
を
約
束
し
て
、
少
し
肌
寒
い

薫
風
に
ふ
か
れ
て
銚
子
を
後
に
し

た
。式

次
第
を
構
え
な
い
の
が
ス
マ

ー
ト
で
好
感
を
も
て
た
。
私
が
体

験
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
外
資
系

企
業
の
パ
ー
テ
ィ
は
、
そ
の
本
来

の
営
業
的
な
欲
を
抑
制
し
て
ま
で

ご
挨
拶
の
類
の
式
次
第
が
な
い
、

あ
え
て
構
え
な
い
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
い
た
。

平
山
　
　
豪
（
高
１０
）

成
毛
組
ク
ラ
ス
会

今
年
の
成
毛
ク
ラ
ス
会
は
、
十

月
二
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
、
国

民
宿
舎
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
三

年
三
月
に
卒
業
し
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
五
十
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に

当
た
り
ま
す
が
、
担
任
の
恩
師
成

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （8）

グランドシニア優勝
江畑　魁（高2）

女性の部優勝
鶴野和江（高18）

総合優勝
鈴木善材（高12）

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部

優
　
勝
　
江
畑
　
　
魁（
高
２
）

準
優
勝
　
嶋
田
　
新
治（
高
５
）

第
三
位
　
中
川
　
国
武（
高
３
）

グ
ロ
ス
の
部

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
７１

加
瀬
健
一
郎（
高
１６
）

第
二
位
７６
国
本
　
勝
彦（
高
２８
）

第
三
位
７９
高
橋
　
久
明（
高
１４
）

女
性
の
部

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
９４

村
上
　
玲
子（
高
７
）

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
部

８３
大
木
　
正
義（
高
６
）

先
生
が
持
参
さ
れ
た
著
作
「
千
葉

県
の
貝
」
の
残
り
八
部
に
つ
い
て

は
、
公
平
を
期
し
て
、
く
じ
引
き

に
よ
り
配
分
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
席
上
、
先
生
に
は
今
後

と
も
我
々
の
ク
ラ
ス
会
に
は
健
康

の
許
す
限
り
、
毎
年
出
席
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

懇
親
会
は
二
時
間
半
に
及
び
、

飲
み
か
つ
食
べ
、
和
気
藹
々
と
話

も
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
時
間

的
制
約
も
あ
り
、
記
念
撮
影
後
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

場
所
を
変
え
て
二
次
会
に
移
り
、

当
時
の
思
い
出
話
や
そ
れ
ぞ
れ
の

近
況
等
に
つ
い
て
大
い
に
語
り
明

か
し
ま
し
た
。
翌
日
は
ガ
ラ
ス
工

房
の
見
学
や
ぶ
ど
う
狩
り
を
存
分

に
楽
し
み
、
昼
食
後
来
年
の
再
会

を
約
束
し
て
、
解
散
と
な
り
ま
し

た
。
大
変
楽
し
く
か
つ
有
意
義
な

ク
ラ
ス
会
で
あ
り
、
来
年
の
ク
ラ

ス
会
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

大
木
　
　
優
（
高
１０
）

撮
影
　
平
山

豪



喜
寿
を
祝
う

中
２２
・
高
２
同
期
会

（
匝
陵
一
九
会
）

在
校
生

の
活

躍

私
は
六
月
七
・
八
日
に
行
わ
れ

た
千
葉
県
総
体
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
個
人
戦
で
、
ベ
ス
ト
８
（
第
５

位
）
に
入
賞
し
、
八
月
に
埼
玉
県

川
口
市
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
思
う
よ
う

な
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
来
れ
た

の
は
、
顧
問
の
先
生
方
や
、
共
に

さ
て
、
弓
道
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

「
匝
弓
有
志
会
」
が
平
成
十
五
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
昨
年
、
会
か

ら
の
思
い
が
け
な
い
お
誘
い
は
、

還
暦
以
上
の
人
が
有
資
格
と
い
う

こ
と
で
、
定
年
退
職
し
た
私
に
も

め
で
た
く
届
き
、
同
期
の
女
性
三

人
と
参
加
し
ま
し
た
。
お
会
い
し

た
こ
と
の
な
い
大
先
輩
達
が
林
先

生
と
共
に
匝
高
弓
道
部
を
創
設
さ

れ
た
苦
労
話
を
伺
い
、
後
輩
の
私

達
が
青
春
の
日
々
弓
道
に
熱
中
で

き
た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
致
し

ま
し
た
。

今
年
の
第
六
回
匝
弓
有
志
会

は
、
六
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日

に
鬼
怒
川
温
泉
に
て
林
先
生
の
卒

席
者
は
三
十
一
名
、
過
去
最
少
の

記
録
更
新
で
あ
る
。

こ
の
一
年
間
に
、
林
利
さ
ん
、

伊
藤
嗣
男
さ
ん
、
江
波
戸
静
夫
さ

ん
の
三
人
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。

加
え
て
最
後
の
担
任
だ
っ
た
佐
藤

重
次
先
生
も
昨
年
七
月
に
亡
く
な

ら
れ
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り

黙
祷
を
捧
げ
る
。

出
席
者
は
昨
年
よ
り
一
人
減
だ

が
、
顔
ぶ
れ
の
三
分
の
一
は
入
れ

替
わ
っ
て
い
た
。
昨
年
来
て
今
年

欠
席
が
十
人
、
そ
の
逆
が
九
人
だ

っ
た
。
長
期
リ
ハ
ビ
リ
を
克
服
し

て
十
年
ぶ
り
の
参
加
や
、
四
年
目

で
や
っ
と
車
の
運
転
が
出
来
る
様

に
な
っ
た
か
ら
と
参
加
し
て
く
れ

た
人
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
日
朝

に
な
っ
て
身
内
に
緊
急
事
態
発
生

で
欠
席
に
な
っ
た
り
、
逆
に
欠
席

の
返
事
だ
っ
た
が
昼
頃
急
遽
出
席

し
て
く
れ
る
と
連
絡
が
あ
っ
た
り

で
、
人
生
い
ろ
い
ろ
…
。

欠
席
理
由
は
、
闘
病
中
と
元
気

に
飛
び
回
っ
て
い
る
者
と
に
二
分

さ
れ
る
。
前
者
は
一
日
も
早
い
快

復
で
、
後
者
は
日
程
調
整
で
、
共

に
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て
く
れ

る
事
を
期
待
す
る
。

身
辺
雑
話
、
情
報
交
換
、
仲
間

の
消
息
…
、
二
時
間
は
あ
っ
と
言

う
間
に
過
ぎ
て
、
午
後
六
時
次
回

の
再
会
を
約
し
て
解
散
す
る
。

次
回
は
、
匝
瑳
地
区
が
当
番
で

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
四
日

（
第
四
日
曜
日
）
に
開
催
す
る
予

定
な
の
で
、
体
調
と
行
事
を
調
整

し
て
是
非
参
加
し
て
欲
し
い
。

な
お
、
平
成
二
十
年
春
の
叙
勲

で
内
山
勉
さ
ん
と
鈴
木
八
郎
さ
ん

が
「
瑞
宝
双
光
章
」
受
章
の
栄
に

浴
さ
れ
た
。
内
山
さ
ん
は
教
育
、

鈴
木
さ
ん
は
民
生
・
児
童
委
員
と

し
て
永
年
に
わ
た
る
活
動
の
賜
物

で
あ
る
。
慶
祝
！

現
在
生
存
者
百
十
九
名
、
物
故

者
六
十
二
名
、
居
所
不
明
十
八
名

で
あ
る
。
来
年
は
大
部
分
の
仲
間

が
数
え
年
八
十
歳
、
傘
寿
を
迎
え

る
こ
と
に
な
る
。
飢
え
と
絶
望
の

中
を
生
き
抜
い
て
六
十
五
年
、
生

き
て
い
る
喜
び
を
よ
り
多
く
の
仲

間
で
語
り
合
い
た
い
と
思
う
。

重
ね
て
次
回
の
参
加
を
切
に
お

ね
が
い
す
る
。

大
関
　
　
正
（
高
１
）

平
成
二
十
年
度

匝
中
２１
回
・
匝
高
１
回
卒
業
生

同
期
会
　
記
念
写
真
名
簿

二
〇
〇
八
年
五
月
二
五
日
（
日
）

旭
市
「
旭
楼
旅
館
」

第
二
次
大
戦
の
敗
色
濃
く
な

り
つ
つ
あ
っ
た
昭
和
十
九
年
四

月
、
千
葉
県
立
匝
瑳
中
学
校
に
入

学
。
勉
学
よ
り
も
軍
事
教
練
や
勤

労
動
員
中
心
の
一
〜
二
年
生
時

代
。
二
年
生
の
八
月
終
戦
。
教
室

に
戻
っ
た
も
の
の
、
軍
国
主
義
か

ら
民
主
主
義
の
教
育
へ
と
急

変
、
更
に
教
育
制
度
の
大
幅
な

改
革
に
よ
っ
て
旧
制
匝
瑳
中
学

校
で
卒
業
す
る
者
（
中
２２
回
）

と
新
制
匝
瑳
高
校
で
卒
業
す
る

者
（
高
２
回
）
と
に
別
れ
て
し
ま

い
、
同
期
会
の
名
称
も
卒
業
年
度

で
は
な
く
、
入
学
年
度
の
昭
和
十

九（
一
九
）年
度
の
「
一
九
」
を
取

り
入
れ
て
「
匝
陵
一
九
会
」
と
称

し
て
い
ま
す
。
こ
の
激
動
の
四
ヶ

年
〜
六
ヶ
年
の
青
春
時
代
を
西
ヶ

（7） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

篠
・
並
木
組

し
の
ぎ
を
け
ず
っ
て
来
た
部
活
の

戦
友
達
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
く

の
方
々
の
ご
声
援
の
お
か
げ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

匝
瑳
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は

と
て
も
伝
統
の
あ
る
部
で
す
。
今

後
も
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
伝
統
に

恥
じ
な
い
よ
う
な
新
し
い
歴
史
を

築
い
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

選
手
代
表

篠

幸
良

男
子
弓
道
部

今
年
の
六
月
に
行
わ
れ
た
県
総

体
、
僕
達
三
年
生
に
と
っ
て
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る

た
め
の
最
後
の
大
会
で
し

た
。
そ
の
大
会
で
僕
達
は

優
勝
し
、
長
年
の
目
標
で

あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
を
決
め
た
の
で
す
。
男

子
団
体
が
出
場
す
る
の
は

七
年
ぶ
り
十
五
回
目
の
こ

と
で
し
た
。

三
年
生
男
子
は
他
の
学

校
の
部
員
と
比
べ
て
人
数

が
少
な
く
五
人
し
か
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
人
数
が
少

な
い
分
チ
ー
ム
の
団
結
力

は
と
て
も
強
く
、
一
人
一

人
が
自
分
の
目
標
を
明
確
に
し
達

成
す
る
た
め
毎
日
練
習
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。
後
輩
も
し
っ
か

り
と
僕
達
の
練
習
に
つ
い
て
き
て

く
れ
た
の
で
チ
ー
ム
の
力
は
と
て

も
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

で
す
が
、
他
校
の
選
手
達
も
皆

こ
の
大
会
の
出
場
を
目
標
と
し
、

日
々
努
力
を
し
続
け
て
き
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
ラ
イ
バ
ル
達

の
悔
し
さ
や
、
毎
日
本
当
に
熱
心

に
指
導
し
て
下
さ
っ
た
顧
問
の
澁

谷
先
生
の
力
や
、
い
つ
も
支
え
て

く
れ
た
家
族
の
応
援
な
ど
、
そ
の

全
て
の
思
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

僕
達
は
最
高
の
試
合
が
で
き
る
の

だ
と
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し

た
。僕

が
、
こ
の
弓
道
と
い
う
競
技

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
本
当

に
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ

一
つ
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
た
め
の

道
の
り
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は

な
く
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
の
連

続
で
し
た
。
で
す
が
、
自
分
を
成

長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
最

後
は
笑
っ
て
終
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

弓
道
競
技
通
し
て
出
会
っ
た
全

て
の
人
々
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い

で
す
。

林
　
　
正
樹

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （10）

前
列
　
右
か
ら

萩
原
　
恒
夫
　
　
林
　
　
　
桂

山
本
　
秀
夫
　
　
宇
井
　
恵
治

大
木
　
栄
一
　
　
神
原
　
　
健

林
　
　
秀
夫
　
　
古
川
　
恒
蔵

大
関
　
　
正
　
　

二
列
目
右
か
ら

加
瀬
　
康
夫
　
　
向
後
　
　
忠

渡
辺
　
冀
一
　
　
福
岡
　
正
夫

宇
井
野
和
重
　
　
萩
原
　
勇
美
　

片
岡
　
　
工
　
　
石
橋
　
　
清
　

椎
名
　
素
夫
　
　
宮
嶋
　
弘
平

林
　
　
義
夫

三
列
目
右
か
ら

岩
井
　
　
透
　
　
大
和
　
義
則

土
屋
　
　
壽
　
　
並
木
　
達
雄

高
梨
　
育
雄
　
　
鈴
木
幸
之
助

角
田
　
利
夫
　
　
野
沢
　
　
薫
　

杉
田
　
利
夫
　
　
飯
島
　
崇
智

高
岡
　
敏
雄
　

（
計
３１
名
）

前
列
　
右
か
ら

山
下
　
　
厳
　
　
押
尾
　
　
鼎

松
山
　
　
敏
　
　
高
山
　
節
雄

塙
　
　
弘
一
　
　
大
川
　
　
馨

加
瀬
　
健
三
　
　
加
瀬
　
浩
久

秋
山
　
　
栄
　
　
平
山
　
幸
男

最
上
　
　
峻
　
　
江
畑
　
　
魁

中
列
右
か
ら

岩
井
　
幸
治
　
　
高
上
弥
之
助

宇
井
　
　
聰
　
　
石
田
　
　
實

鈴
木
　
琢
雄
　
　
土
屋
　
　
正

磯
部
　
郁
夫
　
　
青
木
　
達
郎

加
瀬
　
万
司
　
　
大
関
　
正
己

後
列
右
か
ら

菅
野
　
秀
夫
　
　
松
沢
　
　
稔

加
瀬
　
　
武
　
　
高
野
　
朝
一

椎
名
　
三
良
　
　
大
木
　
好
雄

向
後
　
　
寛
　
　
鈴
木
　
通
司

椎
名
　
　
庸
　
　
椎
名
善
治
郎

山
�

直
仁
　
　
鈴
木
　
克
己

馬
場
　
三
郎
　
　
宇
井
　
　
照

寿
の
お
祝
い
の
会
を
持
ち
ま

し
た
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て

八
日
市
場
か
ら
出
発
。
幹
事

の
濱
本
さ
ん
が
皆
に
作
っ
て

く
れ
た
二
段
重
ね
の
お
弁
当

は
、
宿
の
ど
ん
な
御
馳
走
よ

り
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

林
先
生
を
囲
み
６
回
生
か
ら

１７
回
生
２０
名
の
宴
会
で
は
、

参
加
者
全
員
が
お
祝
い
の
言

葉
や
思
い
出
話
を
語
り
ま
し

た
。
匝
高
で
林
先
生
と
弓
道

に
出
会
い
、
仲
間
と
共
に
目

的
や
時
間
を
共
有
で
き
た
喜

び
や
感
謝
の
気
持
ち
が
言
葉

の
端
々
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
な
先
輩

の
日
本
髪
和
服
姿
や
メ
イ
ド
姿
の

コ
ス
プ
レ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は

驚
き
と
笑
い
で
宴
も
盛
上
が
り
、

カ
ラ
オ
ケ
で
は
林
先
生
の
張
り
の

あ
る
歌
声
を
沢
山
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
千
葉
国
体
の
弓

道
会
場
は
匝
瑳
高
校
で
す
。
多
く

の
方
が
母
校
に
足
を
運
ば
れ
、
林

先
生
の
ご
活
躍
す
る
姿
か
ら
元
気

を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

藤
島
　
愛
子
（
高
１７
）



（11） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

【
横
芝
支
部
】

六
月
一
日
（
日
）
午
前
十
一
時

よ
り
「
富
士
屋
」
に
て
開
催
。
支

部
長
石
井
國
夫
氏
（
高
１４
）。

高
２
回
生
か
ら
高
４０
回
生
ま
で

の
幅
広
い
年
代
が
集
う
「
横
匝

会
」。
横
匝
会
の
魅
力
は
、
何
と

い
っ
て
も
、
気
軽
に
参
加
で
き
る

人
づ
く
り
で
す
。参
加
者
２４
名
中
、

２０
回
代
４
名
、
３０
回
代
８
名
、
４０

回
代
１
名
と
１３
名
が
現
役
世
代
。

来
賓
の
猿
渡
教
頭
先
生
も
横
芝
出

身
の
２６
回
生
。
想
い
出
に
浸
る
こ

と
二
時
間
。

終
宴
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
毎
年

恒
例
の
旧
校
歌
と
校
歌
の
合
唱
で

す
。
先
輩
・
後
輩
の
心
ひ
と
つ
に
、

各
位
の
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
た
校
歌
斉
唱
は
万
感
の
想
い
と

な
り
、
明
日
へ
の
元
気
づ
け
に
な

り
ま
す
。

【
飯
岡
支
部
】

五
月
二
十
五
日
（
日
）
午
後
四

時
よ
り
玉
の
浦
食
堂
に
て
、
母
校

中
村
教
頭
、
岩
瀬
事
務
局
長
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
支
部
長
に

は
清
水
幸
男
氏
が
再
任
さ
れ
た
。

例
年
通
り
、
母
校
蔦
陵
祭
の
バ
ザ

ー
へ
の
協
力
が
議
決
さ
れ
た
。

【
多
古
支
部
】

七
月
二
十
一
日
（
日
）
午
後
六

時
、
釜
屋
本
店
で
開
催
。
本
部
か

ら
加
瀬
会
長
、
母
校
よ
り
猿
渡
教

頭
が
出
席
さ
れ
た
。
前
年
度
の
報

告
の
後
、
前
年
度
に
引
き
続
き
澤

田
晃
氏
（
高
１５
）
が
会
長
に
選
出

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （6）

さ
れ
た
。

【
旭

支

部
】

八
月
二
十
三
日
（
土
）
旭
匝
会

総
会
が
旭
楼
を
会
場
に
し
て
、
来

賓
に
伊
藤
忠
良
旭
市
長
、
本
部
よ

り
加
瀬
会
長
、
母
校
よ
り
猿
渡
教

頭
、
岩
瀬
事
務
局
長
を
迎
え
開
催

さ
れ
た
。
総
会
終
了
後
、
伊
藤
市

長
よ
り
市
政
報
告
が
あ
っ
た
。

【
干
潟
支
部
】

八
月
二
十
三
日
（
土
）
嘉
儀
屋

で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
約
２０
名

の
も
と
、和
や
か
に
議
事
は
進
行
。

事
務
局
よ
り
学
校
の
近
況
報
告
が

あ
り
、
新
支
部
長
に
は
越
川
要
氏

（
高
１７
）
が
選
出
さ
れ
た
。

【
野
栄
支
部
】

八
月
二
十
四
日
（
日
）
の
さ
か

望
洋
荘
で
開
催
。
本
部
よ
り
加
瀬

会
長
、宇
井
校
長
が
出
席
さ
れ
た
。

伊
東
和
夫
（
高
１２
）
支
部
長
の
も

と
、
更
な
る
発
展
を
期
し
、
盛
会

裡
に
終
了
し
た
。

【
海
上
支
部
】

八
月
二
十
六
日
（
木
）
割
烹
な

み
川
で
加
瀬
会
長
、
母
校
よ
り
中

村
教
頭
の
出
席
の
も
と
、
開
催
さ

れ
、
支
部
長
に
は
引
き
続
き
齊
藤

忠
雄
氏
（
高
１５
）
が
再
任
さ
れ
た
。

ル
飲
み
、
適
度
な
運
動
（
神
経
、

ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
、
骨
、
筋

肉
、
血
管
の
維
持
）
を
し
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
睡
眠
（
６
〜

７
・
５
時
間
）
を
確
保
し
、
友
達

を
作
っ
て
、「
会
話
」
と
「
感
動
」

と
「
笑
い
」
で
元
気
に
過
ご
す
こ

と
が
不
可
欠
の
要
件
で
あ
り
、
老

化
を
防
ぐ
決
定
打
は
「
長
生
き
す

る
ぞ
と
決
意
す
る
こ
と
」
で
あ
る

と
い
う
内
容
の
も
の
で
し
た
。

総
会
で
は
、
支
部
の
活
動
報
告

な
ら
び
に
新
年
度
事
業
計
画
の
報

告
等
が
承
認
さ
れ
、
会
長
に
は
引

き
続
き
石
毛
忠
氏
（
高
９
）
が
承

認
さ
れ
た
。

続
い
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
話
も
進

み
、
石
田
寛
氏
（
高
２
）
が
「
喜

寿
を
賀
す
」
と
題
し
、
喜
寿
と
呼

ば
れ
る
７７
歳
に
達
し
、
人
生
の
幸

せ
を
噛
み
締
め
、
さ
ら
に
善
行
を

積
み
百
歳
の
長
寿
を
保
た
れ
る
よ

う
に
と
祈
っ
た
詩
が
朗
詠
さ
れ
た
。

最
後
に
匝
中
・
高
の
校
歌
を
全

員
で
合
唱
し
、
会
を
終
了
し
た
。

工
藤
　
博
孝
（
高
１１
）

中
１６
・
充
緑
会

今
年
で
第
４６
回
と
な
る
集
い

を
、
五
月
十
一
日
多
古
町
「
あ
ぶ

ら
や
」
で
開
催
。
場
所
や
悪
天
候

の
せ
い
か
欠
席
が
多
く
、
参
加
者

は
１５
名
。

総
会
返
信
文
集
（
３７
名
、
１０
ペ

ー
ジ
）
で
、
Ｋ
君
は
「
充
緑
会
の

出
席
は
大
き
な
楽
し
み
、
成
長
期

の
五
年
間
の
友
達
と
の
会
合
は
、

全
く
心
お
き
な
く
楽
し
め
る
」
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
い
つ
ま
で

も
続
け
た
い
と
参
加
者
は
思
っ
て

い
る
。

し
か
し
、後
期
高
齢
者
で
あ
り
、

健
康
に
不
安
を
感
じ
、
足
腰
の
不

自
由
さ
も
あ
り
、
出
席
者
は
減
少

す
る
。
そ
こ
で
、
鳥
飼
会
長
の
事

務
量
に
配
慮
し
、
不
在
会
員
の
気

持
ち
を
思
い
や
り
な
が
ら
、
今
後

の
集
い
の
開
き
方
な
ど
話
し
合
っ

た
。結

局
、
会
場
は
持
ち
回
り
を
や

め
、
八
日
市
場
で
。
運
営
委
員
を

６
名
選
び
、
年
末
に
会
合
し
て
来

年
以
降
の
運
営
の
具
体
案
を
作
成

す
る
こ
と
に
し
た
。
当
日
の
不
参

加
者
は
ご
意
見
を
連
絡
下
さ
い
。

来
年
以
降
の
集
い
は
、
高
齢
者

が
参
加
し
や
す
い
よ
う
工
夫
を
。

な
お
、
今
回
は
記
念
品
と
し
て

「
多
古
町
名
所
百
選
」（
多
古
教
委
、

カ
ラ
ー
、
１６
ペ
ー
ジ
）
の
美
し
い

冊
子
が
配
ら
れ
た
。

平
山
　
愼
一
（
中
１６
）

匝
瑳
２１
・
１
同
期
会

平
成
二
十
年
五
月
二
十
五
日
、

日
曜
日
の
午
後
三
時
半
、
旭
市
の

「
旭
楼
旅
館
」
を
会
場
に
、
１６
回

目
の
同
期
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出

本館4階　匝高ギャラリー収蔵作品一覧表 2008年9月現在

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

作　　品　　名

謁 　 香 取 神 宮

京 の 映 像

Ｔｉｍｅｓ

ＫＩＭＯＮＯ

練 り 上 げ 壺

練 り 上 げ 鉢

傭 （ よ う ）

漁夫・遺された人（川口）

白涛図（波切の岬）

装 幀 画

山 の あ る 街

郊 外 の 家 （ パ リ ）

ノ ー ト ル ダ ム 寺 院

犬 吠

冬 の 落 花 生 畑

雪 の 木 立

海 辺

自 画 像

同 級 生 鶴 野 君 の 像

武蔵野美短大卒業制作

浜 辺

コ ー ヒ ー カ ッ プ

技　 法

書・掛軸

写真・パネル

イラストレイション

デッサン

陶　　芸

陶　　芸

日 本 画

水　　彩

日 本 画

詩集表紙

油　　彩

油　　彩

油　　彩

油　　彩

油　　彩

油　　彩

油　　彩

鉛筆デッサン

油　　彩

グラフィック
デ ザ イ ン

油　　彩

陶　　芸

作　者　名

徳堂・山崎茂雄

深　田　登美雄

中　条　正　義

石　毛　正　一

加　瀬　達　郎

加　瀬　達　郎

鎌　形　規　男

渡　辺　　　學

渡　辺　　　學

渡　辺　　　學

榑　松　正　利

氏　家　次　郎

氏　家　次　郎

氏　家　次　郎　

鈴　木　　　武

鎌　形　照　夫

林　　　東　州

鎌　形　彬　夫

鎌　形　彬　夫

山　本　　　薫

伊　藤　　　聡

林　　　征　明

卒業回

中３回

中２回

高４回

中14回

高20回

高20回

高20回

中５回

中５回

中５回

中６回

旧職員

旧職員

旧職員

中５回

高９回

中12回

高４回

高４回

高21回

旧職員

旧職員

備　　　　　考

１９９１年没（故人）

（故人）

スカンジナビア航空スチュワーデス用着物
デザインコンクール１位作品

Ｆ30

Ｆ８（故人）

Ｐ８（故人）

（中６回卒）天野正男詩集表紙（故人）

Ｆ120 第１４回日展作品（故人）

Ｍ50 昭和３～35年 美術教師（故人）

Ｆ20 正面玄関に展示中

Ｆ10

Ｆ20 （故人）

Ｆ12 （故人）

Ｆ８　（故人）

１９５４年　東京芸大在学中没

鶴野　秦右氏　蔵

現姓・村田

Ｆ20 昭和38～43美術教師
正面玄関展示中

美術教師（故人）



ま
わ
り
動
作
も
ま
た
古
来
の
歩
き

方
の
方
に
合
点
が
行
く
。
畑
で
鍬

を
ふ
る
う
と
き
も
右
手
と
右
足
が

前
に
出
る
。

そ
ん
な
歩
き
方
を
キ
ャ
ベ
ツ
畑

の
道
で
や
っ
て
み
た
。
腰
や
股
関

節
に
大
き
な
負
担
を
か
け
な
い
、

腰
が
ね
じ
れ
ず
に
歩
け
る
の
で
身

体
に
い
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

頼
り
な
い
医
学
の
話

道
中
の
水
分
摂
取
は
必
須
で
あ

る
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
各
人
に

配
ら
れ
た
。
思
え
ば
、
水
を
飲
ん

で
は
ダ
メ
と
、
教
わ
っ
た
の
は
そ

う
古
い
話
で
は
な
か
っ
た
。
高
校

１０
回
卒
の
私
た
ち
も
、
体
育
の
時

間
に
教
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
も

う
一
つ
付
け
加
え
れ
ば
、
脳
卒
中

で
倒
れ
る
と
そ
の
場
に
、
現
状
を

保
っ
た
ま
ま
安
静
に
臥
せ
て
お
か

れ
た
。
佐
藤
栄
作
が
そ
う
で
あ
っ

た
。
い
ま
は
す
ぐ
に
移
送
、
時
を

移
さ
ず
リ
ハ
ビ
リ
で
あ
る
。
医
学

の
進
歩
も
頼
り
な
い
と
こ
ろ
を
露

呈
し
た
一
面
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
、
医
学
・
生
理
学
賞
（
ノ
ー
ベ

ル
賞
）
は
新
発
見
か
ら
相
当
の
年

数
が
経
っ
て
そ
の
説
が
定
ま
る
ま

で
選
定
の
対
象
に
し
な
い
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。

砂
っ
払
い

東
京
支
部
同
窓
会
、
京
葉
支
部

も
ま
た
度
量
が
大
き
い
と
い
う
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
ホ
テ
ル
で

一
風
呂
浴
び
て
「
砂
っ
払
い
」
し

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ち
な
み
に
広
辞
苑
で「
砂
払
い
」

を
引
い
て
み
る
と
、
千
葉
県
で
用

い
ら
れ
る
言
葉
と
但
し
書
き
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
男
が
よ
く
す
る
言

葉
で
、
昔
か
ら
八
日
市
場
辺
り
で

頻
度
高
く
乱
用
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

銚
子
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
犬
吠

埼
灯
台
で
あ
る
。

行
く
ま
で
こ
れ
を
信
じ
て
疑
わ

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
大
違
い
で

あ
っ
た
。
東
京
か
ら
千
葉
へ
、
総

武
線
が
江
戸
川
に
さ
し
か
か
る
と

左
手
前
方
の
高
台
に
和
洋
女
子
大

の
高
層
ビ
ル
が
見
え
る
。
そ
の
国

府
台
か
ら
始
ま
る
台
地
が
北
総
台

地
で
、
延
々
と
続
い
て
東
の
果
て

の
屏
風
ヶ
浦
で
高
さ
約
五
十
メ
ー

ト
ル
の
断
崖
で
海
に
没
す
る
と
こ

ろ
を
も
っ
て
、
下
総
台
地
は
終
わ

る
。こ

の
断
崖
の
上
で
三
十
基
の
風

力
発
電
機
、
高
さ
七
十
メ
ー
ト
ル
、

直
径
七
十
メ
ー
ト
ル
の
風
車
が
回

る
壮
観
に
驚
く
の
で
あ
る
。
い
ま

や
銀
色
に
輝
く
羽
根
が
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
な
の
で
あ
る
。

屏
風
ヶ
浦
、
そ
こ
は
風
力
発
電

に
格
好
の
条
件
が
揃
う
場
所
、
風

の
通
り
道
だ
か
ら
、
風
を
捉
え
て

渡
る
鳥
た
ち
も
ま
た
同
じ
で
あ
る

見
た
目
は
ゆ
っ
く
り
ま
わ
る
け

れ
ど
も
羽
根
の
先
端
は
優
に
時
速

百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
。
直

径
が
七
十
メ
ー
ト
ル
程
の
高
速
回

転
の
壁
が
三
十
基
も
連
な
れ
ば
渡

り
鳥
た
ち
に
は
た
ま
っ
た
も
の
で

は
な
い
。
死
屍
累
々
、
渡
り
鳥
が

衝
突
し
て
犠
牲
に
な
る
こ
と
も
ま

た
事
実
な
の
で
あ
る
。
日
本
を
経

由
す
る
渡
り
鳥
は
年
間
二
百
万
羽

以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
。

歩
く
楽
し
さ
は
、
歩
い
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
私
の

「
銚
子
を
歩
こ
う
会
」
の
収
穫
で

あ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
少
年
の
こ
ろ

嗅
い
だ
潮
の
匂
い
、
海
辺
に
特
有

の
匂
い
が
な
い
。
足
元
を
す
ば
や

く
逃
げ
る
は
ず
の
フ
ナ
ム
シ
も
い

な
か
っ
た
。
わ
が
感
性
が
衰
え
た

の
だ
ろ
う
か
。

平
山
　
　
豪
（
高
１０
）

【
京
葉
支
部
】

京
葉
支
部
総
会
は
、
五
月
十
七

日
（
土
）
中
・
高
校
同
窓
生
９７
名

が
相
集
い
、
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ

ー
レ
で
開
催
さ
れ
た
。

土
岐
会
長
の
挨
拶
で
幕
を
開
け

特
別
会
員
の
鶴
岡
千
葉
市
長
、
古

谷
同
窓
会
長
、
母
校
の
宇
井
校
長

の
挨
拶
の
後
、
疋
田
議
長
の
進
行

に
よ
り
、
十
九
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
ゴ
ル
フ
大
会
や
旅
行

会
等
二
十
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
全
員
異
議
な
く
、
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
新
役
員
に
土
岐
四
郎
会

長
（
高
１１
）
、
玉
澤
宏
幹
事
長

（
高
１５
）
を
は
じ
め
事
務
局
、
会

計
等
新
役
員
が
満
場
一
致
で
選
任

さ
れ
た
。

懇
親
会
は
、
堀
江
は
つ
、
宇
野

裕
両
県
会
議
員
、
布
施
貴
良
千
葉

市
会
議
会
員
の
挨
拶
の
後
、
母
校

の
恩
師
安
田
伉
先
生
の
「
蓄
音
機

に
聴
く
歌
謡
史
―
古
き
よ
き
時
代

を
偲
ぶ
―
」
と
題
し
た
講
演
と
、

な
つ
か
し
い
蓄
音
機
の
音
色
に
皆

若
き
こ
ろ
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
。

宴
は
み
な
高
校
生
時
代
に
返
り

当
時
の
話
に
大
い
に
盛
り
上
が
り

予
定
時
間
を
一
時
間
も
オ
ー
バ
ー

す
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
音
楽
部
で
大
活
躍
し

た
富
澤
汎
子
さ
ん
、
澤
田
寿
子
さ

ん
（
高
１１
）
の
音
頭
で
校
歌
を
斉

唱
し
盛
会
裡
に
閉
幕
と
な
っ
た
。

布
施
　
　
晃（
高
１５
）

【
四
街
道
支
部
】

七
月
十
二
日
（
土
）
午
前
十
時

か
ら
四
街
道
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
四
街
道
支
部
同
窓
会
第

１０
回
が
開
催
さ
れ
た
。

母
校
か
ら
宇
井
美
樹
校
長
、
本

部
か
ら
加
瀬
武
彦
会
長
（
高
１６
）

が
出
席
さ
れ
、
支
部
会
員
２３
名
参

加
の
も
と
に
母
校
及
び
同
窓
会
の

近
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
恒
例
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
各
種
の
医
薬
品
特
許

を
も
つ
食
品
メ
ー
カ
ー
「
日
健
総

本
社
」
の
代
理
店
株
式
会
社
、
崎

京
ク
ロ
ス
タ
ニ
ン
販
売
代
表
取
締

役
桑
田
剛
寛
氏
で
、
次
の
よ
う
な

講
演
を
さ
れ
た
。

１２０
歳
ま
で
ハ
ッ
ピ
ー
に
生
き
る

た
め
に
は
、
水
を
１
日
２
リ
ッ
ト

（5） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

※ 備考欄は、７０周年記念当時の肩書です。

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （12）
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№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

作　　品　　名 技　 法

油　彩

油　彩

油　彩

油　彩

油　彩

油　彩

彫　塑

油　彩

日本画

日本画

木版画

写　真

書・額

灯　　　　　台

灯台のある風景

Ｍ　　　　　子

青　　　　　嵐

建　　　　　物

トレドの裏通り

こ ま っ た な

夏の思い出の地

ゆ　　　　　り

唐草の服　１

感動と出会い
そして飛翔

彫刻作品カタログ参加

か　な　の　部

作　者　名

氏　家　次　郎

氏　家　次　郎

氏　家　次　郎

林　　　　　秀

林　　　徳　司

菊　間　浩　亮

綿　貫　ひろ子

石　川　幸　永

和　田　倫　子

和　田　倫　子

土　屋　金　司

伊　東　敏　光

土　屋　　　寿

卒業回

旧職員

中14回

高６回

高８回

高８回

高８回

高15回

高15回

高25回

高30回

高１回

備　　　　　考

昭和３年～35年　美術教師（故人）

新槐樹社委員

新槐樹社委員（故人）

新槐樹社委員

千葉県美術会会員・新槐樹社委員
彫刻グループ「いてふ」会員

八千代市芸術文化協会会員

女子美術短大造形科卒

日本南画院同人

日本自由画壇理事

千葉テレビ放送昔話シリーズ
旭市文化振興審議委員・東総文化
会館大ホール緞帳原画制作

東京芸大大学院美術研究科卒
福島市立大芸術学部美術助手

日本書道美術館参与



校
史

探
訪

至
誠
は
道
徳
の
根
本
也
　
思
ふ

所
行
ふ
所
相
一
致
し
て
苟
も
表
裏

な
し
　
敬
虔
眞
摯
正
を
慕
ひ
善
を

求
め
て
須
臾
も
懈
怠
せ
ず
　
忠
實

熱
心
事
に
當
っ
て
は
自
己
の
最
善

を
竭
し
終
始
一
貫
公
明
正
大
俯
仰

天
地
に
愧
づ
る
な
し
　
至
誠
の
人

に
し
て
始
め
て
能
く
高
尚
偉
大
な

る
人
格
者
た
る
こ
と
を
得
べ
し

剛
健
は
男
子
の
本
領
也
　
鞏
固

な
る
意
志
を
以
て
心
身
を
鍛
練
し

勇
敢
堅
忍
常
に
誘
惑
に
克
ち
艱
難

に
抗
し
勇
往
邁
進
奮
闘
努
力
飽
く

ま
で
其
志
す
所
を
貫
か
ず
ん
ば
止

ま
ず
　
剛
健
の
人
に
し
て
始
め
て

能
く
天
下
有
用
の
材
た
る
を
得
べ

し
快
活
は
青
年
の
特
色
也
　
無
邪

気
に
し
て
而
も
禮
儀
を
失
は
ず

活
溌
に
し
て
而
も
粗
暴
に
流
れ
ず

心
身
爽
快
善
く
遊
び
善
く
学
ぶ
天

眞
以
て
己
れ
を
持
し
　
淡
白
以
て

人
に
交
り
　
常
に
事
物
の
光
明
を

観
て
前
途
に
希
望
を
抱
く
　
快
活

の
人
に
し
て
始
め
て
能
く
命
に
安

ん
じ
天
を
楽
む
の
境
地
に
達
す
る

を
得
べ
し

こ
れ
は
草
野
金
松
初
代
校
長
の

眞
筆
よ
り
、
そ
の
ま
ま
書
き
写
し

た
も
の
で
す
。

こ
の
校
訓
は
草
野
先
生
の
提
唱

に
よ
り
、
初
代
教
頭
の
葛
巻
孝
行

先
生
（
英
語
）
に
よ
り
文
章
化
さ

れ
た
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

実
に
名
文
で
あ
り
ま
す
。
元
よ

り
内
容
は
草
野
校
長
の
強
い
意
志

の
反
映
か
と
思
わ
れ
る
が
、
英
語

の
先
生
に
し
て
こ
の
力
強
い
内
容

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
恐
ら
く
明
治

後
期
に
学
校
教
育
を
受
け
ら
れ
た

先
生
の
豊
か
な
教
養
、
漢
学
の
素

養
な
ど
が
加
わ
り
、
特
に
孟
子
か

ら
の
引
用
が
多
く
見
ら
れ
雄
渾
な

文
章
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。下

っ
て
昭
和
二
十
二
年
、
米
国

教
育
使
節
団
の
勧
告
を
受
け
、
学

制
改
革
が
行
わ
れ
、
従
来
の
義
務

制
の
小
学
校
か
ら
中
学
五
年
、
高

校
三
年
、
大
学
三
年
の
制
度
か
ら

六
三
制
が
施
行
さ
れ
、
新
制
の
中

学
が
発
足
し
、
そ
の
第
一
回
卒
業

生
が
高
校
に
入
り
卒
業
し
た
の

が
、
今
の
高
校
五
回
生
で
あ
る
。

そ
の
年
第
七
代
校
長
と
し
て
赴

任
し
て
来
ら
れ
た
萩
尾
淳
之
助
先

私
は
今
日
ま
で
高
雅
を
校
訓
の

一
つ
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
を
頑
固

に
認
め
な
い
立
場
を
と
っ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

今
日
こ
こ
に
、
草
野
先
生
の
眞

筆
を
最
初
に
掲
げ
ま
し
た
が
、
草

書
体
で
ま
こ
と
に
読
み
に
く
く
、

送
り
が
な
も
偏
体
假
名
で
あ
る
た

め
、
今
日
の
人
に
は
全
く
読
み
に

く
い
に
違
い
な
い
。
断
定
の
な
り

は
当
時
の
習
慣
の
ま
ま
に
也
と
漢

字
で
あ
る
。
句
読
点
も
な
い
の
で

私
は
適
当
に
一
字
あ
け
て
示
し

た
。ま

た
至
誠
　
剛
健
　
快
活
の
三

句
は
草
野
先
生
の
草
書
体
の

達
筆
で
書
か
れ
た
も
の
が
、

剣
道
場
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た

が
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
九

日
未
明
の
火
災
に
よ
り
道
場

と
共
に
焼
失
し
て
し
ま
っ

た
。ま

た
、
い
ま
玄
関
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
文
部
大
臣
鳩
山

一
郎
先
生
の
剛
健
は
、
も
と

控
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
文
部
大
臣
の
筆
蹟
を
頂

戴
し
た
も
の
か
は
全
く
わ
か

ら
な
い
。
以
上
何
か
の
参
考

に
な
れ
ば
と
思
い
記
し
た
。

品
村
　
晃
祥
（
中
14
）

生
は
、
今
や
男
女
共
学
制
も
定
着

し
た
今
日
、
男
子
は
剛
健
だ
け
で

は
女
子
の
立
場
も
な
か
ろ
う
と
い

う
の
で
、
女
子
は
高
雅
に
、
を
唱

え
始
め
た
。
但
し
こ
の
言
葉
は
職

員
会
議
に
は
か
り
論
議
さ
れ
た
こ

と
も
な
く
校
長
の
独
り
よ
が
り
の

感
も
あ
っ
た
。
然
し
校
長
は
こ
の

言
葉
に
執
心
し
、
書
道
の
山
崎
徳

堂
氏
（
本
名
茂
雄
、
中
３
）
に
命

じ
て
高
雅
の
横
額
を
作
り
校
長
室

に
掲
げ
た
。
萩
尾
先
生
の
お
気
に

入
り
の
高
雅
で
は
あ
っ
た
が
、
私

は
こ
の
二
字
を
校
訓
と
し
て
呼
ぶ

こ
と
は
認
め
な
い
立
場
で
あ
る
。

第
一
に
至
誠
は
道
徳
の
根
本
な

り
に
始
ま
る
本
文
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
あ
る
時
校
長

室
で
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
な
ら

君
が
そ
の
本
文
を
作
れ
と
言
わ
れ

た
が
、
い
く
ら
考
え
て
も
従
来
の

校
訓
の
よ
う
な
力
強
く
理
の
通
っ

た
文
章
は
思
い
浮
か
ば
な
か
っ

た
。剛

健
は
男
子
の
本
領
な
り
に
対

し
て
、
高
雅
は
女
性
の
本
質
な
り

と
つ
け
て
み
て
も
相
応
し
い
と
も

思
わ
れ
ず
、
男
性
だ
っ
て
高
雅
な

る
資
質
は
持
っ
て
い
よ
う
か
ら
女

性
に
限
っ
て
こ
う
だ
と
は
言
い
切

れ
な
い
と
思
っ
た
。
と
い
う
よ
う

な
理
由
で
私
は
お
断
り
し
た
。

昭
和
30
年
頃
か
ら
の
多
く
の
卒

業
生
は
高
雅
を
校
訓
の
一
つ
と
し

て
認
め
る
立
場
が
、
ほ
ぼ
定
着
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、

私
の
文
章
を
読
ん
だ
人
の
多
く
は

お
か
し
な
話
だ
と
思
わ
れ
る
に
違

い
な
い
。
こ
の
点
を
私
は
心
配
す

る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
ひ
と
つ
私
が
こ
だ
わ
る
の

は
、
高
雅
は
○
○
だ
、
と
続
く
本

文
の
な
い
点
を
気
に
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
。

（13） 同 窓 さ ふ さ （第38号） （第38号） 同 窓 さ ふ さ （4）

【
匝
東
会（
東
京
支
部
）】

四
月
十
二
日
（
土
曜
日
）
東
京

市
谷
の
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

で
第
十
回
匝
瑳
中
・
高
校
東
京
支

部
同
窓
会
総
会
（
会
長
伊
藤
清
１０

回
卒
）
が
開
か
れ
た
。

四
谷
か
ら
市
谷
・
飯
田
橋
に
か

け
て
の
土
手
の
桜
が
散
っ
て
最
初

の
土
曜
日
、
水
溜
り
の
あ
ち
こ
ち

に
花
び
ら
が
残
っ
て
、
五
月
の
陽

気
を
想
わ
せ
る
よ
う
な
温
か
い
日

和
に
恵
ま
れ
た
日
、
匝
中
１４
回

（
昭
和
１７
年
）
卒
の
木
川
統
一
郎

先
輩
か
ら
高
校
４１
回（
平
成
元
年
）

卒
の
遠
藤
正
和
さ
ん
ま
で
の
幅
広

い
同
窓
百
２０
余
名
と
、
元
・
前
校

長
を
は
じ
め
現
校
長
の
代
理
で
参

じ
て
い
た
だ
い
た
中
村
教
頭
ほ
か

同
窓
会
長
の
ご
来
駕
と
い
う
堅
い

構
え
の
支
部
総
会
と
な
っ
た
。

総
会
案
件
が
ス
ム
ー
ズ
に
承
認

さ
れ
、
続
い
て
第
２
部
は
「
何
で

真
犯
人
が
後
で
出
る
の
で
し
ょ

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
国
際
弁

護
士
と
し
て
活
躍
中
の
木
川
統
一

郎
先
輩
か
ら
約
一
時
間
に
わ
た
っ

て
被
疑
者
の
取
調
べ
上
の
制
度
の

違
い
な
ど
の
興
味
津
々
の
お
話
、

後
輩
の
私
た
ち
が
欧
米
に
行
く
際

に
頭
の
隅
に
忘
れ
な
い
で
残
し
て

お
く
べ
き
と
承
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
主
催
側
の
狙
い
は
硬

軟
両
様
の
構
え
、
く
だ
け
て
第
３

部
は
懇
親
会
に
な
っ
て
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ

た
。
東
京
支
部
す
な
わ
ち
匝
東
会

が
、
１０
年
目
の
節
目
に
な
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
誕
生
の
経
緯
な
ど
を

飯
島
英
胤
先
輩
（
高
６
回
）
か
ら

伺
っ
て
、
県
下
の
ど
こ
に
も
類
を

見
な
い
こ
の
盛
会
を
目
の
当
た
り

に
し
て
敬
意
を
新
た
に
し
た
次
第

で
し
た
。

宴
が
す
す
む
と
、
そ
こ
は
同
窓

会
の
真
骨
頂
、
先
輩
後
輩
が
打
ち

解
け
て
親
し
み
合
う
図
は
い
い
風

景
、
健
康
で
元
気
だ
か
ら
こ
そ
得

ら
れ
る
「
成
果
」
を
楽
し
め
た
の

は
ご
同
慶
の
至
り
。

大
に
ぎ
わ
い
の
お
楽
し
み
抽
選

会
が
あ
っ
て
、「
こ
こ
東
海
」
の
斉

唱
と
一
本
締
め
を
合
図
に
去
り
が

た
き
を
「
じ
ゃ
元
気
で
ね
Y
来
年

ま
た
」
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
１０
回
卒
の
大
方
は
今

年
、
古
希
を
迎
え
る
。
こ
の
年
恰

好
に
な
る
と
同
窓
会
の
類
が
頻
発

に
な
る
。
が
、
高
校
の
そ
れ
は
他

と
は
趣
が
少
し
違
う
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
懐
か
し
い
思
い
出
を
引
き

ず
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ

れ
だ
け
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。
何

か
未
解
決
に
し
て
き
た
も
の
が
、

あ
の
時
、
高
校
生
の
頃
に
残
し
て

き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ

を
引
き
ず
っ
て
の
一
味
違
っ
た
ク

ラ
ス
会
、
同
窓
会
の
味
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

平
山
　
　
豪（
高
１０
）

東
京
支
部
＋
京
葉
支
部
合
同
イ
ベ
ン
ト

「
銚
子
を
歩
こ
う
会
」

顛
末
の
記

平
成
十
九
年
十
一
月
十
一
日
、

「
銚
子
を
歩
こ
う
会
」
と
い
う
健

康
意
識
の
イ
ベ
ン
ト
が
匝
瑳
中
・

高
校
東
京
支
部
同
窓
会「
匝
東
会
」

と
京
葉
支
部
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
開

催
さ
れ
た
。

夜
来
の
雨
が
や
ん
で

当
日
の
朝
、
夜
来
の
雨
が
深
く

浅
く
呼
吸
を
す
る
か
の
よ
う
に
、

忙
し
い
雲
行
き
を
と
も
な
っ
て
降

っ
て
い
た
が
、
秋
の
終
わ
り
に
し

て
は
生
暖
か
い
風
で
天
気
が
変
わ

る
予
兆
を
思
わ
せ
て
い
た
。

東
京
支
部
か
ら
伊
藤
清
会
長
以

下
４６
名
と
、
京
葉
支
部
は
千
葉
か

ら
バ
ス
を
仕
立
て
て
土
岐
四
郎
会

長
以
下
５２
名
が
稲
毛
在
住
の
安
田

先
生
の
お
出
ま
し
を
願
っ
て
、
地

元
、
八
日
市
場
か
ら
山
崎
前
校
長

を
は
じ
め
同
窓
生
が
集
ま
っ
た
。

だ
れ
か
が
「
利
休
鼠
の
雨
と
い

う
の
は
雨
の
色
で
す
か
」
と
言
っ

た
。
犬
吠
埼
、
君
ヶ
浜
か
ら
傘
を

さ
し
て
歩
き
始
め
た
。
引
く
波
、

寄
せ
る
波
の
力
で
さ
ざ
れ
石
た
ち

が
こ
す
れ
て
出
す
ザ
ワ
ー
、
ザ
ワ

ー
と
い
う
ゆ
っ
た
り
音
は
海
か
ら

誕
生
し
た
生
き
と
し
生
け
る
も
の

た
ち
の
揺
り
か
ご
の
音
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

海
を
背
に
し
て
太
平
洋
を
一
望

す
る
高
台
方
向
に
歩
き
始
め
た
と

き
、
西
方
向
の
雲
が
裂
け
て
一
筋

の
光
が
射
し
た
。
一
閃
の
光
芒
と

い
う
の
だ
ろ
う
か
。
雨
が
や
ん
で

日
が
射
し
て
、
セ
ー
タ
ー
、
合
羽

を
腰
に
巻
き
つ
け
、
雨
傘
で
調
子

を
と
り
な
が
ら
、
い
ま
や
銚
子
の

一
大
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
た
「
灯
台

印
の
キ
ャ
ベ
ツ
」
畑
の
小
道
を
歩

い
た
。

楽
し
く
歩
け
ば
脳
が
若
返
る

脳
科
学
者
で
京
大
教
授
の
大
島

清
先
生
の
著
者
「
歩
く
人
は
な
ぜ

脳
年
齢
が
若
い
か
」
に
触
発
さ
れ
、

楽
し
く
歩
け
ば
脳
が
若
返
る
と
ま

で
ダ
メ
押
し
さ
れ
て
、
私
は
銚
子

ま
で
歩
き
に
行
く
理
由
付
け
に
し

た
の
で
し
た
。

黙
々
と
は
歩
か
な
か
っ
た
。
か

な
り
騒
が
し
く
し
ゃ
べ
り
な
が
ら

歩
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
犬
に
吠

え
ら
れ
も
し
た
。
昔
、
受
験
生
の

頃
の
過
去
問
に
笠
信
太
郎
「
も
の

の
見
方
に
つ
い
て
」
か
ら
お
題
が

で
た
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
歩
き
な
が

ら
考
え
る
が
ド
イ
ツ
人
は
歩
く
前

に
考
え
る
。
と
い
う
よ
う
な
く
だ

り
を
歩
き
な
が
ら
思
い
出
し
も
し

た
。日

本
古
来
の
歩
き
方

明
治
期
、
西
洋
式
の
軍
隊
教
育

が
始
ま
る
ま
で
の
日
本
人
の
歩
き

方
は
、
腕
と
脚
の
関
係
が
右
・
左

（
左
・
右
）
で
は
な
く
て
右
・
右
、

左
・
左
の
手
足
の
動
き
で
あ
っ
た
。

い
ま
に
し
て
剣
道
の
所
作
、
左
脇

差
か
ら
刀
を
抜
く
時
代
劇
の
た
ち

支
部
総
会
報
告�

支
部
総
会
報
告�

挨拶する古谷会長（中央）
伊東匝東会会長（左） 岩瀬事務局長（右）

備
　
考

七
十
周
年
記
念
誌
よ
り



ＨＰ運営委員会だより

『匝瑳高校同窓会 検索 』のホームページ（ＨＰ）ご存知
ですか？ （http://www.dosokai.ne.jp/sosako/）

平成20年度 一般会計予算書
自　平成20年4月 1日　
至　平成21年3月31日　

（3） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

① 活躍中の同窓生：母校を卒業して各分野でご活躍している方々の紹介

② 同窓生のホームページ：会員の方々の個人のホームページの紹介

③ 同窓生のお店：会員の方々で自営、経営されている会社、店舗等のホームページの紹介

④ 同期会のご案内：同期会、クラス会、クラブＯＢ会の開催案内

⑤ 同 期 会 報 告：同期会、クラス会、クラブＯＢ会の報告

⑥ 部活動のページ：クラブの活動を紹介

⑦ 恩師は今…　：先生方のご在職当時の思い出や、現在の様子の紹介

⑧ 交流のひろば：同窓生の方々の交流の場として設けられたものです。各種グループ、

同好会、集まりのご案内、自己紹介等自由に書き込みできるページです。

以上８項目が現在設けてありますが、生まれたばかりで不十分な箇所種々あると思います。

より良いＨＰを目指して会員みなさんと共に大切に育てていきたいと思います。お互いの情

報交換の場として、みんなでどんどん大いに利用しましょう。

また、このＨＰの運営、管理経費として「バナー広告掲載」のご協力をお願いしております。

どうかこの件もよろしくお願いいたします。 ＨＰ運営委員会

昨年度『匝瑳高校同窓会』のホームページが開設されました。

ホームページの内容は【同窓会コーナー】として

つ
と
に
酒
好
き
で
有
名
で
あ
っ

た
が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

福
井
県
内
の
造
り
酒
屋
の
生
ま
れ

で
あ
っ
た
よ
し
、
生
ま
れ
な
が
ら

に
酒
浸
り
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
と
推
察
し
て
い
る
。
私
が
放

課
後
の
陸
上
部
の
練
習
を
共
に
し

岡
田
先
生
は
昭
和
二
十
八
年
、

京
都
大
学
を
卒
業
し
て
、
国
語
科

教
員
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
一
年
、
東
京
都
内
の

高
校
に
移
る
ま
で
、
高
校
十
回
生

の
担
任
を
さ
れ
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー

ク
な
存
在
で
あ
っ
た
。

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （14）

平成19年度 一般会計決算書

収 入 額

13，773，224 9，531，950 4，241，274

支 出 額 差引残高

自　平成19年4月 1日　
至　平成20年3月31日　

1．収入の部　

2．支出の部　

科　 目

会 費

入 会 金

繰 越 金

寄 付 金

雑 収 入

計

会 議 費

事 務 費

旅 費

慶 弔 費

振込手数料

会報発行費

補 助 費

ＨＰ管理費

積 立 金

予 備 費

計

科　 目

予算額

6，000，000

1，002，000

6，831，854

200，000

100，000

14，133，854

5，010，000

1，002，000

6，831，854

453，000

476，370

13，773，224

▲990，000

0

0

253，000

376，370

▲360，630

全319＋定15

銀行利子，名簿売上

750，000

650，000

70，000

300，000

70，000

6，500，000

1，200，000

650，000

3，500，000

443，854

14，133，854

527，945

432，672

24，000

139，815

53，120

6，490，571

1，195，987

630，540

0

37，000

9，531，950

222，055

213，328

46，000

160，185

16，880

9，429

4，013

19，160

3，500，000

406，8541

4，601，904

総務，文化，
幹事会，支部

事務通信費，印刷費

会務旅費

役員，母校職員等

会費振込手数料

印刷費，発送費
編集会議
部活動補助，文化祭補
助，教育活動の補助

ホームページの管理

新潟中越沖地震復興
義援金

予算額

増　減

増　減

備　 考

備　 考

決算額

決算額

3．収入－支出対照表　

積立金

総資産

振替口座

郵便口座

手元現金

32，500，000

36，741，274

231，579

4，007，978

1，717

4，241，274

前年度総資産　39，331，854

次年度へ繰越

総資産の増減　　－ 2，590，580

1．収入の部　

2．支出の部　

科　 目

会 費

入 会 金

繰 越 金

寄 付 金

雑 収 入

計

会 議 費

事 務 費

旅 費

慶 弔 費

振込手数料

会報発行費

補 助 費

学校支援費

ＨＰ管理費

積 立 金

予 備 費

計

科　 目

予算額

5，000，000

1，035，000

4，241，274

500，000

10，000

10，786，274

6，000，000

1，002，000

6，831，854

200，000

100，000

14，133，854

▲1，000，000

33，000

▲2，590，580

300，000

▲ 90，000

▲3，347，580

全320＋定25

銀行利子，その他

750，000

650，000

70，000

300，000

70，000

6，000，000

1，200，000

1，000，000

350，000

0

396，274

10，786，274

750，000

650，000

70，000

300，000

70，000

6，500，000

1，200，000

0

650，000

3，500，000

443，854

14，133，854

0

0

0

0

0

▲ 500，000

0

1，000，000

▲ 300，000

▲3，500，000

▲ 47，580

▲3，347，580

総務，文化，幹事会
支部

事務通信費，印刷費

会務旅費

役員，母校職員等

会費振込手数料

印刷費，発送費
編集会議
部活動補助，文化祭補
助，教育活動の補助

母校教育活動へ
の支援

ホームページの管理

予算額

増　減

増　減

備　 考

備　 考

前年度予算

前年度予算

お申込み及びお問い合わせは
千葉県匝瑳市八日市場イ１６３０

「匝瑳高校同窓会事務局」
ＴＥＬ：０４７９－７２－１５４１
ＦＡＸ：０４７９－７３－６１４６

�

同窓会会員名簿
平成21年1月発行

同窓会会員名簿21年版が来年１月、発行の

運びとなりました。個人情報の取り扱いが増々

難しくなってきている昨今、会員の皆様には、

様々な調査や、予約申し込み、広告掲載料等、

ご協力を賜り誠にありがとうございました。

なお、「同窓さふさ」37号でもご注意を呼び

かけましたが、本会員名簿の編集・出版は（株）

サラトでございます。これ以外の出版は匝瑳高

校同窓会には一切関わりがございませんのでご

注意下さい。

ご不明ご不審の点がございましたら、事務局

までご連絡下さい。



小
川
　
愛
子
さ
ん
（
高
８
）

平
成
20
年
４
月
５
日
逝
去

府
中
市
武
蔵
台二

ー
三
二
ー
二
一

宇
井
　
　
健
さ
ん
（
高
26
）

平
成
20
年
５
月
８
日
逝
去

匝
瑳
市
平
木
二
二
九
八

ご
あ
い
さ
つ

会
長加

瀬
武
彦
（
高
１６
）

《
恩
師
逝
く
》

岡
田
　
長
司
先
生
（
国
語
）

平
成
20
年
１
月
21
日
逝
去

昭
和
28
年
〜
31
年
　
在
職

北
区
豊
島

五
ー
六
ー
十
一
ー
三
一
三

《
会
員
訃
報
》

宇
井
　
正
三
さ
ん
（
中
４
）

平
成
20
年
３
月
24
日
逝
去

安
達
郡
白
沢
村
白
岩
字
大
岩

一
三
三

宇
野
澤
勝
民
さ
ん
（
中
５
）

平
成
20
年
５
月
６
日
逝
去

銚
子
市
垣
根
町
一
ー
二
六
四

榑
松
　
正
利
さ
ん
（
中
６
）

平
成
20
年
４
月
４
日
逝
去

豊
島
区
長
崎
二
ー
二
五
ー
七

鏑
木
喜
四
郎
さ
ん
（
中
10
）

平
成
20
年
５
月
11
日
逝
去

市
川
市
南
八
幡
五
ー
七
ー
五

清
水
　
邦
彦
さ
ん
（
中
12
）

平
成
20
年
７
月
30
日
逝
去

相
模
原
市
相
模
大
野

五
ー
二
九
ー
一
六

石
毛
　
　
良
さ
ん
（
中
15
）

平
成
13
年
６
月
30
日
逝
去

茂
原
市
茂
原
一
五
一
一

向
後
正
一
郎
さ
ん
（
中
15
）

平
成
20
年
７
月
４
日
逝
去

八
千
代
台
東
四
ー
二
二
ー
二
七

行
木
美
能
里
さ
ん
（
中
16
）

平
成
20
年
６
月
１
日
逝
去

匝
瑳
市
木
積
一
二
一
七

伊
藤
　
和
雄
さ
ん
（
中
16
）

平
成
20
年
８
月
12
日
逝
去

船
橋
市
藤
原
三
ー
二
二
ー
二
四

那
須
　
　
豊
さ
ん
（
中
17
）

平
成
20
年
７
月
３
日
逝
去

多
古
町
南
玉
造
二
六

大
木
　
叡
徳
さ
ん
（
中
17
）

平
成
20
年
４
月
28
日
逝
去

匝
瑳
市
八
日
市
場

イ
ー
一
八
九
ー
二

鈴
木
　
茂
昭
さ
ん
（
中
18
）

平
成
19
年
12
月
５
日
逝
去

旭
市
琴
田
三
〇
四
七

林
　
　
　
和
さ
ん
（
中
18
）

平
成
18
年
７
月
11
日
逝
去

匝
瑳
市
上
谷
中
一
二
五
三

加
瀬
　
正
男
さ
ん
（
中
18
）

平
成
19
年
12
月
１
日
逝
去

銚
子
市
本
城
町
三
ー
七
一

岩
崎
　
　
治
さ
ん
（
中
18
）

平
成
20
年
６
月
９
日
逝
去

船
橋
市
本
町
五
ー
一
七
ー
一
一

宇
井
野
広
和
さ
ん
（
中
18
）

平
成
20
年
４
月
１
日
逝
去

匝
瑳
市
川
辺
七
九
七
七

小
林
　
敏
夫
さ
ん
（
中
22
）

平
成
20
年
１
月
　
逝
去

匝
瑳
市
椿
一
七
〇
四
ー
七

伊
橋
　
　
忠
さ
ん
（
中
22
）

平
成
19
年
９
月
27
日
逝
去

多
古
町
間
倉
三
九
二

山
�

四
郎
兵
衛
さ
ん
（
中
22
）

平
成
20
年
１
月
11
日
逝
去

匝
瑳
市
中
台
四
三
〇

渡
辺
　
　
脩
さ
ん
（
中
22
）

平
成
20
年
６
月
10
日
逝
去

匝
瑳
市
今
泉
五
九
七
七

有
田
　
　
哲
さ
ん
（
併
設
中
２
）

平
成
20
年
３
月
３
日
逝
去

匝
瑳
市
椿
一
六
六
五
ー
一
一

鈴
木
昭
太
郎
さ
ん
（
併
設
中
２
）

平
成
20
年
８
月
16
日
逝
去

横
芝
光
町
小
川
台
一
〇
七
五

佐
藤
　
光
治
さ
ん
（
高
２
）

平
成
19
年
８
月
16
日
逝
去

流
山
市
江
戸
川
台
東三

ー
二
三
三

市
原
　
利
夫
さ
ん
（
高
２
）

平
成
19
年
６
月
　
逝
去

渋
谷
区
恵
比
寿
南三

ー
九
ー
三
三

椎
名
　
慶
夫
さ
ん
（
高
２
）

平
成
20
年
８
月
12
日
逝
去

匝
瑳
市
入
山
�
五
二
二

遠
藤
　
英
夫
さ
ん
（
高
３
）

平
成
17
年
８
月
28
日
逝
去

足
利
市
助
戸
仲
町
四
九
二
ー
一

椎
名
　
　
隆
さ
ん
（
高
３
）

平
成
19
年
10
月
31
日
逝
去

西
東
京
市
ひ
ば
り
が
丘
三
ー
五

パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
六
ー
一
〇
四

瓜
生
　
義
孝
さ
ん
（
高
３
）

平
成
20
年
６
月
19
日
逝
去

多
古
町
喜
多
一
一
四
二

川
島
　
　
厳
さ
ん
（
高
４
）

平
成
20
年
５
月
６
日
逝
去

匝
瑳
市
飯
倉
一
四
一
八

高
木
　
　
操
さ
ん
（
高
４
）

平
成
20
年
３
月
29
日
逝
去

香
取
市
佐
原
イ
ー
六
七
九

石
毛
　
　
孝
さ
ん
（
高
４
）

平
成
17
年
７
月
　
逝
去

若
葉
区
貝
塚
町
一
二
六
三
ー
四

飯
倉
　
清
種
さ
ん
（
高
６
）

平
成
20
年
５
月
28
日
逝
去

富
津
市
青
木
一
五
九
九

小
川
　
　
彰
さ
ん
（
高
８
）

平
成
20
年
１
月
　
逝
去

匝
瑳
市
今
泉
六
三
二
三

大
木
　
　
衛
さ
ん
（
高
８
）

平
成
20
年
２
月
　
逝
去

横
芝
光
町
栗
山二

六
六
三
ー
三
八

伊
藤
　
　
優
さ
ん
（
高
８
）

平
成
20
年
６
月
　
逝
去

匝
瑳
市
椿
一
六
七
三

（15） 同 窓 さ ふ さ （第38号）

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
壮
健
に
て

ご
活
躍
の
事
と
存
じ
ま
す
。

過
日
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
ご

承
認
い
た
だ
き
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

精
一
杯
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
の

で
、
宜
し
く
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
人
に
な
り
ま
す
と
、
故
郷
（
母

校
）
と
は
、
と
考
え
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
１６
回
生
は
、
去
る
五
月
十

一
日
に
８
ク
ラ
ス
合
同
の
同
期
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
１０１
名
の
大
勢

の
友
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
遠
方
か

ら
、
宿
泊
し
な
が
ら
の
参
加
者
も
あ

り
ま
し
た
。
４０
数
年
振
り
の
友
人
も

多
数
い
ま
し
た
が
、
物
故
者
に
対
し

て
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
恩
師
の
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
開
演
い
た
し
ま
し

た
。
宴
が
進
む
う
ち
に
40
数
年
の
空

白
も
払
拭
さ
れ
、
当
時
の
仲
間
に
戻

り
、
母
校
の
校
歌
を
歌
い
な
が
ら
和

気
あ
い
あ
い
に
終
了
し
ま
し
た
。
二

次
会
も
全
員
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
く
参
加
し
、
当
時
、
流
行
し
た
歌

を
カ
ラ
オ
ケ
で
全
員
で
合
唱
し
た

り
、の
ど
自
慢
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

盛
り
上
が
り
次
回
の
開
催
を
約
束
し

て
解
散
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
故
郷

（
母
校
）
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
母
校
匝
瑳
高
校
を
故
郷
だ

と
感
じ
な
が
ら
４０
数
年
前
を
思
い
出

し
て
、
昨
年
一
年
間
副
会
長
と
い
う

要
職
を
い
た
だ
き
同
窓
会
の
活
動
に

参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

母
校
の
校
長
先
生
を
始
め
、
先
生

方
と
の
会
話
で
感
じ
ま
す
こ
と
は
、

後
輩
た
ち
の
前
向
き
で
真
面
目
な
姿

で
す
。
次
代
を
背
負
う
後
輩
た
ち
に

私
ど
も
同
窓
会
は「
何
が
で
き
る
か
」

と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

「
匝
瑳
高
校
に
進
ん
で
よ
か
っ
た
。

匝
瑳
高
校
へ
進
ん
で
勉
強
・
運
動
を

し
て
自
分
の
夢
を
叶
え
た
い
。」
と

言
わ
れ
る
母
校
を
目
指
し
学
校
側
と

話
し
合
い
、
協
力
で
き
た
ら
い
い
な

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
同
窓
会
の
主
目
的
と

し
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
母
校

の
発
展
に
期
す
る
た
め
、
昨
年
同
様

に
学
校
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
２０
年
度
総
会
で
次

の
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
と
「
さ
ふ

さ
」
の
発
刊

�
学
校
支
援
（
補
助
費
を
含
む
）

�
会
費
の
納
入
と
会
員
相
互
の
連
携

�
会
報
「
さ
ふ
さ
」
の
送
付
（
会
費

納
入
者
、
年
二
回
・
未
納
者
、
年

一
回
）

会
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
２

年
度
の
総
会
で
会
報
の
発
行
が
決
定

さ
れ
、
年
二
回
会
員
の
皆
様
に
送
付

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
１９
年

度
の
役
員
会
で
、
会
費
の
納
入
状
況

・
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
会
費
の
集
ま
り
が
、
芳

し
く
な
く
こ
の
よ
う
な
決
定
に
至
り

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
不
満
も
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
回
の
会
報
は
、
全
員
に

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
来

年
五
月
頃
発
行
さ
れ
る
会
報
は
、

未
納
の
方
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

会
報
は
、
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ア
ク

セ
ス
し
て
い
た
だ
き
読
ん
で
く
だ

さ
る
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

誠
に
恐
縮
で
す
が
、
同
窓
会
の

発
展
の
た
め
、
会
費
の
納
入
並
び

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
、
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（第38号） 同 窓 さ ふ さ （2）

平成20年度 役 員 一 覧

※ 支部推薦の副会長は、支部で変更された時点で変更になります。
※ �印新任、他は留任。

会
　
　
長
　
�
加
瀬
　
武
彦
（
高
１６
）

副
会
長
　
�
川
口
　
明
和
（
高
１７
・
次
期
会
長
）

�
多
部
田
惣
八
郎
（
高
１６
・
匝
陵
会
）

菅
谷
　
　
稔
（
高
１０
・
旭
匝
会
）

江
畑
　
鎭
男
（
高
６
・
銚
匝
会
）

石
井
　
國
夫
（
高
１４
・
横
匝
会
）

澤
田
　
　
晃
（
高
１５
・
多
古
）

土
岐
　
四
郎
（
高
１１
・
京
葉
）

伊
藤
　
　
清
（
高
１０
・
東
京
）

�
越
川
　
　
要
（
高
１７
・
干
潟
）

伊
東
　
和
夫
（
高
１２
・
野
栄
）

�
清
水
　
幸
男
（
高
１４
・
飯
岡
）

伊
藤
　
雅
美
（
高
６
・
光
）

斎
藤
　
忠
雄
（
高
１５
・
海
上
）

石
毛
　
　
忠
（
高
９
・
四
街
道
）

監
　
　
事
　
�
渡
邉
　
順
一
（
高
２１
）

鈴
木
　
勝
彦
（
高
１８
）

総
務
部
長
　
�
藤
城
　
吉
董
（
高
１６
）

文
化
部
長
　
　
米
本
　
雅
男
（
高
１０
）

体
育
部
長
　
�
青
柳
　
勝
夫
（
高
１６
）

事
務
局
長
　
　
岩
瀬
　
道
治
（
高
２４
校
内
）

会
　
　
計
　
　
加
瀬
　
　
茂
（
高
２７
校
内
）

会
報
担
当
　

馬
淵
　
英
夫
（
高
１０
）

顧
　
　
問
　
　
宇
井
　
美
樹
（
高
１９
・
校
長
）

中
村
　
道
代
（
全
日
制
教
頭
）

猿
渡
　
末
治
（
高
２６
・
全
日
制
教
頭
）

石
原
　
　
修
（
定
時
制
教
頭
）

�
斎
田
　
　
完
（
事
務
主
幹
）

参
　
　
与
　
�
古
谷
　
健
一
（
高
１５
・
前
会
長
）

（
従
来
の
方
々
に
加
え
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
平
成
２０
年
９
月
１３
日
ま
で
）

て
、
夕
刻
の
汽
車
で
帰
る
こ
ろ
に

は
、
八
重
垣
神
社
前
の
屋
台
で
い

つ
も
酒
を
飲
ん
で
い
た
。
そ
れ
も

す
ぐ
近
く
の
銭
湯
帰
り
の
タ
オ
ル

を
片
手
に
し
て
い
た
。

生
徒
ら
が
停
止
敬
礼
の
挨
拶
を

す
る
の
を
迷
惑
そ
う
に
チ
ビ
リ
チ

ビ
リ
や
っ
て
い
た
姿
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
る
。

国
語
科
や
職
員
の
懇
親
会
な
ど

で
も
全
く
無
口
で
黙
々
と
酒
を
た

し
な
ん
で
い
た
。
職
員
室
で
も
お

互
い
に
話
し
合
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。た

だ
話
し
か
け
る
と
、
な
か
な

か
深
い
学
識
の
持
ち
主
で
、
近
世

文
学
に
明
る
く
、
西
鶴
の
こ
と
な

ど
聞
く
と
泉
の
如
く
話
題
が
豊
富

で
驚
い
た
も
の
だ
。

惜
し
む
べ
き
人
を
失
い
ま
こ
と

に
残
念
だ
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申

し
あ
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

品
村
　
晃
祥
（
中
14
）

 
長方形



編

集

後

記

定
例
総
会
終
わ
る

新
会
長
に

加
瀬
武
彦
さ
ん
（
高
１６
）

次
期
会
長
は

川
口
明
和
さ
ん
（
高
１７
）

家
鍋
　
健
太
（
定
・
三
年
）

八
月
十
六
日
に
国
立
競
技
場
に

て
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場

し
、
三
連
覇
の
達
成
と
共
に
、
男

子
最
優
秀
選
手
賞
ま
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

渋
谷
　
保
幸

古
関
　
昭
枝

〔
高
四
十
四
回
〕

奥
村（
伊
東
）

清
江

菅
澤
美
由
紀

〔
高
四
十
五
回
〕

鈴
木
　
英
和

戸
村
　
正
樹

川
口
　
晃
司

〔
高
四
十
七
回
〕

金
杉
の
ぞ
み

〔
高
四
十
八
回
〕

菅
澤
　
裕
美

〔
高
五
十
回
〕

小
沼
　
康
規

〔
高
五
十
一
回
〕

小
川
　
康
志

菅
澤
由
記
江

〔
高
五
十
二
回
〕

金
杉
　
貴
仁

小
沼
　
　
高

重
山
知
恵
子

〔
高
五
十
四
回
〕

田
村
　
　
文

〔
高
五
十
五
回
〕

伊
藤
　
幸
寛

大
木
　
喜
貴

菅
澤
　
麻
里

武
田
　
　
梢

冬
木
　
美
帆

宮
野
　
雄
輔

�
品
　
勝
平

〔
高
二
十
二
回
〕

宮
内
千
枝
子

〔
高
二
十
三
回
〕

白
木
　
幸
子

伊
藤
　
　
茂

鷺
山
　
良
子

大
根
　
い
え

〔
高
二
十
四
回
〕

伊
藤
　
友
子

宮
本
　
　
明

〔
高
二
十
六
回
〕

小
川
　
俊
恵

寺
嶋
　
清
一

〔
高
二
十
七
回
〕

宇
野
佐
太
夫

〔
高
二
十
八
回
〕

坂
井
三
恵
子

〔
高
二
十
九
回
〕

山
田
　
正
子

林
　
　
樹
哉

今
泉
　
厚
子

〔
高
三
十
一
回
〕

鈴
木
　
智
江

内
藤
　
直
子

〔
高
三
十
二
回
〕

小
川
　
文
彦

〔
高
三
十
五
回
〕

高
根
　
浩
司

〔
高
三
十
八
回
〕

小
海
　
正
康

〔
高
三
十
九
回
〕

霜
恒
　
謙
一

〔
高
四
十
一
回
〕

加
瀬
　
一
彦

〔
高
四
十
二
回
〕
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平
成
20
年
度
定
例
総
会
は
、
六
月

二
十
二
日
（
日
）
に
母
校
西
城
館
に

て
午
前
十
時
よ
り
開
催
。古
谷
会
長
、

宇
井
校
長
の
挨
拶
に
続
き
前
年
度
決

算
、
本
年
度
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、

新
会
長
に
加
瀬
武
彦
さ
ん
（
高
16
）

が
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
次
期
会
長
候
補
と
し
て
の

副
会
長
に
は
、
川
口
明
和
さ
ん
（
高

17
）
を
選
出
し
、
他
の
役
員
も
全
員

承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
総
会
席
上
で
、

前
県
会
議
員
の
飯
島
重
雄
さ
ん
（
中

22
）「
同
窓
さ
ふ
さ
」
第
二
代
編
集

長
大
関
正
さ
ん
（
高
１
）
に
感
謝
状
と

記
念
品
（
長
老
杖
）
が
贈
呈
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
伊
東
健
爾
さ
ん
（
高

16
）
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
。「
禁
じ

ら
れ
た
遊
び
」「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
想

い
出
」「
ア
ス
ト
ゥ
ー
リ
ア
ス
」「
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
魔
笛
の
主
題
に
よ
る
変
奏

曲
」
等
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
に
、
出
席

者
一
同
、
聴
き
入
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
梅
田
屋
に
会
場
を
移
し
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

賞状を手に　家鍋健太君（左）
家鍋貴也君（右）

年
）
も
参
加
し
、
１

�
80
㎝
で
４
位
と
い

う
成
績
で
し
た
。

来
年
は
、

①
四
連
覇
の
達
成
。

②
大
会
記
録
更
新

③
弟
と
表
彰
台
へ
。

こ
の
三
つ
を
目
標
に

し
て
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
ご
支
援
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（1） 同 窓 さ ふ さ （第38号） （第38号） 同 窓 さ ふ さ （16）

全
国
定
通
陸
上
競
技
大
会

家
鍋
君
三
連
覇
＆
最
優
秀
選
手

〔
中
十
八
回
〕

石
毛
恒
三
郎

〔
高
四
回
〕

高
木
　
　
操

〔
定
昼
一
回
〕

斎
木
　
雅
夫

椎
名
　
　
肇

〔
定
昼
二
回
〕

高
埜
　
君
子

〔
高
七
回
〕

山
崎
　
福
子

〔
定
昼
三
回
〕

平
山
　
重
幸

〔
定
夜
一
回
〕

木
村
　
松
雄

〔
高
八
回
〕

宇
野
沢
ひ
ろ

〔
高
九
回
〕

薗
田
美
枝
子

〔
高
十
回
〕

石
橋
　
光
江

斉
藤
　
　
好

桜
井
　
茂
知

佐
藤
　
勝
広

平
山
　
光
秀

〔
高
十
一
回
〕

阿
部
弥
栄
子

薮
崎
　
真
昭

〔
定
昼
八
回
〕

越
川
　
　
允

〔
高
十
三
回
〕

高
木
　
洋
子

宇
井
　
正
和

鎌
形
　
智
淳

〔
高
十
四
回
〕

岩
井
　
寿
勝

向
後
　
勝
男

宮
内
　
睦
夫

〔
高
十
六
回
〕

石
井
　
和
美

加
藤
　
義
一

〔
高
十
七
回
〕

佐
瀬
　
悌
弘

〔
定
夜
十
一
回
〕

篠
塚
　
せ
つ

〔
高
十
八
回
〕

海
老
原
礼
子

椎
名
　
重
基

清
水
　
陽
子

上
代
八
千
代

松
井
　
　
博

吉
田
　
滋
俊

〔
高
十
九
回
〕

鵜
澤
　
教
子

鎌
形
　
光
子

向
後
　
　
通

徳
元
　
照
夫

〔
定
夜
十
三
回
〕

太
田
　
利
雄

〔
高
二
十
回
〕

鵜
之
澤
　
修

〔
高
二
十
一
回
〕

〔
高
四
回
〕

大
木
　
敬
三
10

越
川
　
賢
吉
３

〔
高
五
回
〕

布
施
　
　
覚
３

〔
定
昼
一
回
〕

飯
笹
　
　
忠
５

〔
高
六
回
〕

宇
野
　
　
操
５

高
埜
　
　
隆
５

土
屋
　
　
澄
５

並
木
　
良
雄
２

〔
定
昼
二
回
〕

内
山
　
　
馨
11

〔
高
七
回
〕

実
川
　
　
香
10

〔
定
昼
三
回
〕

林
　
　
　
清
５

〔
定
夜
一
回
〕

石
井
忠
四
郎
５

〔
高
八
回
〕

八
本
　
　
輝
２

〔
高
九
回
〕

木
村
　
良
雄
１

境
　
喜
美
江
10

〔
高
十
回
〕

大
木
　
光
子
10

〔
高
十
一
回
〕

沢
田
　
壽
子
５

〔
高
十
二
回
〕

西
　
　
章
子
10

遠
藤
平
次
郎
10

中
鹿
　
澄
子
10

小
関
　
武
利
10

中
倉
　
軍
司
６

鈴
木
　
　
明
５

佐
々
木
昭
子
10

林
　
　
　
實
10

牧
野
　
和
子
10

〔
高
十
三
回
〕

酒
井
　
幸
子
10

片
岡
　
　
浩
３

中
島
美
恵
子
５

萩
本
　
　
洋
５

〔
高
十
四
回
〕

近
藤
　
　
旭
10

渡
辺
　
次
郎
10

〔
高
十
五
回
〕

小
林
久
右
衛
門
　

10

斎
藤
　
光
依
５

佐
々
木
の
ぶ
子５

〔
高
十
六
回
〕

宇
野
　
輝
子
10

崎
山
　
弘
子
10

小
沢
　
豊
子
10

〔
定
夜
十
回
〕

小
川
　
武
夫
15

〔
高
十
七
回
〕

石
毛
　
健
夫
10

金
杉
　
利
彦
５

木
内
　
昭
博
10

大
木
　
行
男
１

高
橋
さ
ち
子
５

高
野
　
行
子
３

〔
高
十
八
回
〕

伊
藤
　
　
進
10

伊
藤
　
忠
明
10

高
野
　
敏
正
５

加
藤
　
文
子
２

古
仲
　
祀
子
10

〔
高
十
九
回
〕

稲
葉
百
合
子
５

金
杉
　
邦
彦
５

谷
内
　
雅
子
３

中
島
農
夫
男
10

高
橋
　
満
江
10

増
田
　
　
元
10

福
原
　
篤
子
10

〔
高
二
十
回
〕

泉
川
　
伸
子
５

大
出
　
玲
子
10

宇
井
　
照
子
１

江
波
戸
富
雄
５

秋
山
満
利
子
５

斉
藤
　
明
男
１

大
木
　
泰
枝
３

成
毛
　
洋
子
10

〔
定
夜
十
四
回
〕

野
村
　
和
通
10

〔
高
二
十
一
回
〕

小
川
眞
砂
子
10

加
瀬
　
博
道
10

林
　
美
佐
雄
10

〔
高
二
十
三
回
〕

白
井
　
清
治
10

内
貴
喜
一
郎
５

浅
野
　
訓
子
10

〔
高
二
十
四
回
〕

小
池
　
清
美
10

伊
藤
　
雅
義
10

柳
沼
シ
ゲ
子
10

〔
高
二
十
五
回
〕

大
木
　
文
子
５

及
川
　
　
博
１

鏑
木
　
友
孝
１

鈴
木
　
洋
子
10

向
後
喜
美
子
１

林
　
　
正
俊
５

〔
高
二
十
六
回
〕

柳
瀬
　
静
代
５

〔
高
二
十
八
回
〕

石
井
　
康
雄
３

〔
高
二
十
九
回
〕

押
田
　
明
裕
１

〔
高
三
十
回
〕

勝
俣
　
　
淳
５

�
埜
　
宏
文
５

高
橋
　
孝
二
１

平
山
　
浩
司
10

〔
高
三
十
一
回
〕

飯
島
　
一
夫
３

高
埜
　
欣
則
５

〔
高
三
十
二
回
〕

石
田
　
　
泰
５

〔
高
三
十
三
回
〕

外
口
　
　
央
10

〔
高
三
十
五
回
〕

石
田
　
　
真
５

伊
藤
　
寿
洋
５

高
埜
　
綾
子
５

高
橋
　
克
巳
１

〔
高
三
十
八
回
〕

大
木
　
康
至
５

大
川
信
一
郎
１

〔
高
四
十
回
〕

金
子
か
お
り
10

加
瀬
　
秀
雄
１

崎
山
　
博
之
１

〔
高
四
十
一
回
〕

大
川
　
　
優
１

堀
田
（
川
島
）

貴
子
10

崎
山
　
悦
宏
10

遠
藤
　
正
和
１

〔
高
四
十
三
回
〕

小
川
佐
和
子
５

〔
高
四
十
四
回
〕

石
橋
　
　
康
１

川
野
　
幸
宏
10

小
久
保
美
代
子
　

10

〔
高
四
十
五
回
〕

菅
澤
　
弘
行
10

〔
高
四
十
七
回
〕

石
井
　
久
子
５

丸
（
川
野
）

美
好
10

〔
高
四
十
九
回
〕

加
藤
　
慎
介
１

向
後
　
恭
司
10

〔
高
五
十
一
回
〕

椿
　
　
史
江
10

※
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
、

九
月
十
日
受
付
ま
で
。

※
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
、

九
月
十
日
受
付
ま
で
。

※
名
前
の
下
の
数
字
は
納
入
し
て

い
た
だ
い
た
年
数
を
示
し
ま
す
。

１
�
91
㎝
を
跳
び
優
勝
を
決
め

た
後
、
２
�
00
㎝
を
ク
リ
ア
し
、

自
己
記
録
と
な
る
２
�
05
㎝
に
挑

み
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
失
敗

に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
跳
ぶ
手
ご

た
え
を
得
ま
し
た
。

大
会
に
は
弟
の
貴
也
（
定
・
一

のびる母校 ひろがる同窓 http://www.dosokai.ne.jp/sosako/

総会で演奏する 伊東健爾さん（高１６）

林
　
　
順
子
５

〔
高
五
十
二
回
〕

小
川
　
哲
央
５

〔
高
五
十
四
回
〕

椎
名
謙
一
郎
３

〔
高
五
十
五
回
〕

白
土
　
真
弓
５

石
井
　
祐
太
５

上
原
　
昌
也
10

平成20年度

馬
淵
　
英
夫
（
高
１０
）

品
村
　
晃
祥
（
中
１４
）

平
山
　
武
彦
（
高
７
）

綿
貫
ひ
ろ
子
（
高
８
）

米
本
　
雅
男
（
高
１０
）

富
澤
　
汎
子
（
高
１１
）

川
口
　
克
己
（
高
１５
）

岩
瀬
　
道
治
（
高
２４
）

加
瀬
　
武
彦

（
会
長
／
高
１６
）

�
自
分
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
も
や
っ

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
つ
な
が
っ
た

の
で
、
早
速
、
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
の
ぞ
い
て
み
た
。
同
窓
会
事

務
局
の
校
歌
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、

混
声
合
唱
の
校
歌
が
流
れ
て
き
た
。

旧
制
中
学
の
校
歌
も
二
番
ま
で
男
声

合
唱
で
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
同
窓

会
の
コ
ー
ナ
ー
の
ま
す
ま
す
の
充
実

を
期
待
し
た
い
。

�
編
集
委
員
の
米
本
雅
男
さ
ん
（
高

１０
）
が
、
全
日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
の
６５
歳
以
上
男
子
ダ
ブ
ル

ス
で
昨
年
に
続
い
て
優
勝
し
、
二
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

第
３８
号
編
集
委
員


